
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
新
た
な
措
置

局
を
迎
え
た
。安
倍
政
権
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
級
の

危
機
に
陥
ら
な
い
限
り
消
費

税
率
を
今
年
１
０
月
に
引
き

上
げ
る
立
場
だ
が
、
野
党
に

は
反
対
が
強
く
、
結
果
は
増

税
の
是
非
を
巡
る
議
論
に
も

影
響
し
そ
う
だ
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
追
加

経
済
対
策
を
考
え
る
可
能
性

を
記
者
会
見
で
問
わ
れ
「
状

況
を
見
て
さ
ま
ざ
ま
な
判
断

を
し
て
い
く
の
は
当
然
だ
」

と
含
み
を
持
た
せ
た
。

　

基
調
判
断
は
、
景
気
に
敏

感
な
指
標
を
合
わ
せ
た
一
致

指
数
の
動
き
を
一
定
の
基
準

に
当
て
は
め
て
示
す
。
景
気

が
ピ
ー
ク
を
越
え
た
恐
れ
を

表
す「
下
方
へ
の
局
面
変
化
」

　
【
北
京
、
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
中
国
政
府
は
１
３
日
、
米
国
か
ら
の
輸
入
品

６
０
０
億
ド
ル
（
約
６
兆
６
千
億
円
）
分
の
追
加
関
税
率
を
従
来
の
最
大
１
０
％

か
ら
最
大
２
５
％
に
引
き
上
げ
る
と
発
表
し
た
。
米
国
が
２
千
億
ド
ル
分
の
中
国

か
ら
の
輸
入
品
に
課
し
て
い
る
追
加
関
税
率
を
引
き
上
げ
た
こ
と
へ
の
対
抗
措
置

で
６
月
１
日
か
ら
実
施
。
米
中
両
国
は
「
制
裁
合
戦
」
に
再
び
突
入
し
た
。

６
兆
円
分
に
２
５
％
追
加
関
税

中
国
停
滞
で
工
業
生
産
減

中国、対米報復を発表３
月
動
向
指
数
、
引
き
下
げ

景
気
判
断
６
年
ぶ
り
「
悪
化
」

米
中
首
脳
、
大
阪
で
会
談
か

６
月
、
貿
易
摩
擦
打
開
目
指
す

縄
文
人
Ｄ
Ｎ

Ａ
は
１
０
％

日
本
人
の
起
源
の
手
掛
か
り

輸
出
に
波
及
し
、
鉱
工
業
生

産
が
減
少
。
景
気
の
現
状
を

捉
え
る
一
致
指
数
（
１
５
年

＝
１
０
０
、
速
報
値
）
が
前

月
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下

の
９
９
・
６
と
な
っ
た
た
め
、

判
断
を
機
械
的
に
修
正
し

た
。

　

米
中
貿
易
摩
擦
の
激
化
で

世
界
経
済
の
減
速
懸
念
が
増

し
て
お
り
、
政
策
運
営
は
難

　
【
共
同
】
内
閣
府
は
１
３

日
、
３
月
の
景
気
動
向
指
数

を
発
表
し
、
基
調
判
断
に
つ

い
て
、
景
気
が
後
退
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表

す
「
悪
化
」
に
引
き
下
げ

た
。「
悪
化
」
と
し
た
の
は
、

第
２
次
安
倍
政
権
が
発
足
し

た
翌
月
の
２
０
１
３
年
１
月

以
来
６
年
２
カ
月
ぶ
り
。
中

国
な
ど
海
外
経
済
の
停
滞
が

　

米
側
の
新
た
な
追
加
関
税

措
置
に
関
し
て
は
、
実
際
の

発
動
ま
で
に
数
カ
月
か
か

る
見
込
み
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は

２
５
％
を
課
す
と
公
言
し
て

い
た
。
米
政
権
は
既
に
総

大
嘗
祭
コ
メ
栃
木
、
京
都
産
に

亀
甲
で
占
う
祭
祀
で
決
定

「
斎
田
点
定
の
儀
」
を
行
う
た
め
、
皇

居
・
宮
中
三
殿
の
神
殿
前
に
設
け
ら

れ
た
斎
舎
に
入
る
掌
典
＝
１
３
日
午

前
（
宮
内
庁
提
供
）（
共
同
）

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
も
１
３

日
、
新
た
に
中
国
か
ら
の
輸

入
品
に
追
加
関
税
を
課
す
手

続
き
の
詳
細
を
公
表
す
る
。

こ
れ
で
全
て
の
中
国
製
品
に

追
加
関
税
を
課
す
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ

た
米
ア
ッ
プ
ル
の
「
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）」

や
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
残
る
約

３
千
億
ド
ル
分
に
課
す
方
針

で
、
消
費
財
が
幅
広
く
含
ま

れ
る
見
通
し
だ
。
両
国
は
貿

易
協
議
を
続
け
る
意
向
を
示

し
て
い
る
が
、
報
復
の
連
鎖

に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
な
け

れ
ば
、
世
界
経
済
全
体
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　

ク
ド
ロ
ー
米
国
家
経
済
会

議
委
員
長
は
１
２
日
、
米

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
６
月
に
大
阪
で
開
か
れ

る
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
首
脳
会
合
（
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
）
に
合
わ
せ
て
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
と
中
国
の
習

近
平
国
家
主
席
が
会
談
す
る

「
可
能
性
が
高
い
」
と
述
べ

た
。

　

米
国
は
１
０
日
に
は

２
千
億
ド
ル
を
対
象
と
し
た

追
加
関
税
率
を
１
０
％
か
ら

２
５
％
に
引
き
上
げ
た
ば
か

り
。
こ
れ
に
対
し
中
国
側
は

１
３
日
、
米
国
が
「
協
議
に

よ
っ
て
貿
易
摩
擦
を
解
決
す

る
と
い
う
両
国
の
共
通
認
識

に
背
い
た
」
と
指
摘
。「
多

国
間
の
貿
易
体
制
と
自
国
の

合
法
的
利
益
を
守
る
」
と
強

調
し
た
。
協
議
に
よ
る
解
決

へ
の
努
力
を
続
け
る
と
し
た

が
、
両
国
の
主
張
は
隔
た
っ

て
お
り
、
首
脳
会
談
ま
で
に

協
議
が
大
き
く
進
展
す
る
か

ど
う
か
は
見
通
せ
な
い
。

　

中
国
が
税
率
を
引
き
上
げ

る
対
象
は
、
米
国
の
液
化
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
や
食

料
品
、
衣
料
品
な
ど
。
昨
年

９
月
に
米
国
が
２
千
億
ド
ル

分
に
１
０
％
の
追
加
関
税

を
発
動
し
た
際
、
こ
れ
ら

６
０
０
億
ド
ル
相
当
の
米
国

製
品
に
対
し
て
５
％
ま
た
は

１
０
％
の
関
税
を
上
乗
せ
す

る
対
抗
措
置
を
同
時
に
発
動

し
た
。
今
回
は
こ
の
税
率

を
５
〜
２
５
％
に
引
き
上
げ

る
。

び
か
け
た
。

　

ク
ド
ロ
ー
氏
は
次
回
の

閣
僚
級
貿
易
協
議
の
日
程

は
「
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と

し
た
上
で
「
中
国
側
が
ラ
イ

ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
代
表
と
ム

ニ
ュ
ー
シ
ン
財
務
長
官
を
北

京
に
招
い
て
い
る
」
と
語
っ

た
。貿
易
摩
擦
の
解
消
に
は
、

知
的
財
産
権
の
保
護
強
化
策

な
ど
中
国
の
構
造
問
題
の
解

決
が
必
要
と
の
認
識
を
改
め

て
示
し
た
。

　

中
国
共
産
党
機
関
紙
の
人

民
日
報
は
１
３
日
、
米
国
を

激
し
く
非
難
す
る
内
容
の
評

と
し
た
１
月
に
続
く
引
き
下

げ
と
な
り
、
景
気
後
退
が
よ

り
濃
厚
に
な
っ
た
。

　

３
月
の
一
致
指
数
は
２
カ

月
ぶ
り
の
下
落
。
中
国
で
電

子
機
器
需
要
が
減
っ
て
半
導

体
製
造
装
置
の
生
産
が
落
ち

込
ん
だ
こ
と
や
、
北
米
と
国

内
向
け
の
自
動
車
出
荷
の
減

少
が
響
い
た
。
数
カ
月
先
の

景
気
を
映
し
出
す
先
行
指
数

は
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

９
６
・３
だ
っ
た
。

　

政
府
は
１
２
年
１
２
月
か

ら
の
景
気
拡
大
が
今
年
１
月

で
戦
後
最
長
に
な
っ
た
と
説

明
し
て
き
た
。
公
式
の
景
気

額
２
５
０
０
億
ド
ル
分
に

２
５
％
の
追
加
関
税
を
導

入
。
米
中
は
９
〜
１
０
日
に

ワ
シ
ン
ト
ン
で
閣
僚
級
協
議

を
開
い
た
が
、
目
立
っ
た
進

展
は
な
か
っ
た
。

　
【
共
同
】
現
代
の
日
本
人

認
識
は
今
月
下
旬
の
月
例
経

済
報
告
で
示
す
。
３
月
の
報

告
で
景
気
判
断
を
下
げ
た
後

も
「
緩
や
か
に
回
復
」
と
の

文
言
は
残
し
て
き
た
が
、
表

現
の
後
退
を
迫
ら
れ
そ
う

だ
。

　

正
式
な
景
気
動
向
は
１
年

以
上
後
に
専
門
家
の
検
証
を

経
て
決
ま
る
。
一
致
指
数

を
根
拠
に
基
調
判
断
を
示
し

て
い
る
０
８
年
４
月
以
降
で

は
「
悪
化
」
に
転
落
し
た
２

度
と
も
、
事
後
に
認
定
さ
れ

た
景
気
後
退
期
と
ほ
ぼ
重
な

る
。
た
だ
今
回
の
指
数
低
迷

が
短
期
間
で
終
わ
れ
ば
、
後

退
と
み
な
さ
れ
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　

首
脳
会
談
は
対
立
が
深
刻

化
す
る
貿
易
摩
擦
を
打
開
す

る
機
会
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
、
一
方
的
に
制
裁

強
化
策
を
打
ち
出
す
米
国
に

対
し
て
中
国
は
反
発
し
て
お

り
、
話
し
合
い
が
進
展
す
る

か
ど
う
か
は
見
通
せ
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
２
日
、

「
わ
れ
わ
れ
の
対
中
姿
勢
は

正
し
い
。
中
国
が
交
渉
を
ぶ

ち
壊
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
投
稿
。
中
国
製
品
の
輸
入

業
者
に
、
米
国
か
中
国
以
外

の
国
か
ら
調
達
す
る
よ
う
呼

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
檜

森
史
朗
】
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

で
経
済
政
策
を
担
当
す
る
ク

ド
ロ
ー
国
家
経
済
会
議
委
員

長
は
１
２
日
、
米
Ｆ
Ｏ
Ｘ

ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
６
月
に
大
阪
で
開
か

れ
る
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
首
脳
会
合
（
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
）
に
合
わ
せ
、
貿
易

問
題
で
対
立
す
る
米
中
首
脳

が
会
談
す
る
「
可
能
性
が
高

い
」
と
述
べ
た
。
会
合
に
は

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
中
国

の
習
近
平
国
家
主
席
が
出
席

す
る
見
通
し
。

論
を
掲
載
。
中
国
は
他
国
の

要
求
に
屈
し
て
「
自
国
の
正

当
な
発
展
の
権
利
や
利
益
を

放
棄
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
」
と
し
た
。

　

米
政
権
は
１
０
日
未
明
に

中
国
か
ら
の
輸
入
品
２
千
億

ド
ル
（
約
２
２
兆
円
）
分
に

課
し
て
い
る
追
加
関
税
率
を

引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
米
通

商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は
、

追
加
関
税
が
課
さ
れ
て
い
な

い
約
３
千
億
ド
ル
分
へ
の
新

た
な
制
裁
発
動
に
向
け
た
手

続
き
に
着
手
し
た
。
１
３
日

に
詳
細
を
公
表
す
る
。

　

米
中
は
９
〜
１
０
日
に
ワ

シ
ン
ト
ン
で
閣
僚
級
協
議
を

開
い
た
が
、
目
立
っ
た
進
展

は
な
か
っ
た
。

内
庁
幹
部
も
外
か
ら
見
守
っ

た
。

　

全
国
を
新
潟
、
長
野
、
静

岡
の
各
県
を
境
に
、
３
県
を

含
め
た
東
側
を
「
悠
紀
地

方
」、
西
側
を
「
主
基
地
方
」

に
分
け
、
甲
羅
の
ひ
び
割
れ

具
合
か
ら
悠
紀
地
方
を
栃
木

県
、
主
基
地
方
を
京
都
府
に

決
め
た
。
秘
儀
と
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
亀
裂
に
よ
っ
て
判

断
さ
れ
る
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

で
は
、
祭
祀
を
担
う

掌
典
が
装
束
姿
で
、

神
々
を
祭
る
宮
中
三

殿
の
神
殿
前
に
建
て

ら
れ
た
斎
舎
に
入
っ

た
。
掌
典
は
舎
内
で
、

縦
約
２
４
セ
ン
チ
、

横
約
１
５
セ
ン
チ
、

厚
さ
約
１
ミ
リ
に
加

工
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
の
甲
羅
を
、
ウ
ワ

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
の
木
を
燃
や
し

た
火
で
あ
ぶ
り
、
で
き
た
亀

裂
を
見
る
占
い
を
実
施
。
宮

県
と
京
都
府
に
決
ま
っ
た
。

儀
式
は
平
成
の
代
替
わ
り
時

以
来
、
２
９
年
ぶ
り
。

　

１
１
月
１
４
、１
５
日
に

行
わ
れ
る
大
嘗
祭
の
中
心
儀

式
「
大
嘗
宮
の
儀
」
で
は
、

陛
下
が
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
を

神
々
に
供
え
、自
ら
も
食
べ
、

五
穀
豊
穣
を
祈
ら
れ
る
。

　

こ
の
日
の
斎
田
点
定
の
儀

　
【
共
同
】
天
皇
陛
下
の
皇

位
継
承
に
伴
う
重
要
祭
祀

「
大
嘗
祭
」
で
使
う
コ
メ
の

産
地
を
占
う
「
斎
田
点
定
の

儀
」
が
１
３
日
、
皇
居
・
宮

中
三
殿
で
行
わ
れ
た
。
カ
メ

の
甲
羅
を
使
っ
た
占
い
「
亀

卜
」
の
結
果
を
基
に
、
コ
メ

を
育
て
る
た
め
の
「
斎
田
」

を
設
け
る
都
道
府
県
は
栃
木

は
祖
先
の
縄
文
人
が
持
っ
て

い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
約
１
０
％
を

受
け
継
い
で
い
る
と
す
る
研

究
結
果
を
、
国
立
科
学
博
物

館
の
チ
ー
ム
が
１
３
日
発
表

し
た
。
縄
文
人
の
ゲ
ノ
ム

（
全
遺
伝
情
報
）
は
こ
れ
ま

で
部
分
的
に
解
析
で
き
て
い

た
が
、
初
め
て
解
読
し
た
全

ゲ
ノ
ム
に
基
づ
い
て
分
析
し

た
。

　

日
本
列
島
に
は
朝
鮮
半
島

か
ら
３
千
年
前
に
弥
生
人
が

渡
来
し
、
縄
文
人
と
混
血
し

た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

現
代
人
が
受
け
継
い

だ
「
縄
文
人
ゲ
ノ
ム
」

の
割
合
は
、
北
海
道

に
住
む
ア
イ
ヌ
民
族

と
沖
縄
に
住
む
人
で

高
か
っ
た
。
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Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
敗
北
数
日
後
に

が
、
最
大
税
率
は
月
収
４
６

６
４
・
６
８
レ
以
上
の
人
々

に
か
か
る
２
７
・５
％
だ
。

　

現
在
の
タ
ベ
ー
ラ
は
、

２
０
１
５
年
の
デ
ー
タ
を
基

に
作
ら
れ
た
２
０
１
６
年
版

を
継
続
し
て
使
っ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
フ
レ
に
合
わ
せ
て
毎

年
タ
ベ
ー
ラ
を
変
え
な
い
と

実
質
的
な
増
税
」
に
な
る
た

め
、
こ
こ
数
年
、
国
民
か
ら

強
い
不
満
が
出
て
い
た
。「
イ

ン
フ
レ
連
動
型
に
す
る
」
と

い
う
の
は
大
統
領
の
選
挙
公

約
で
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
調
整

で
所
得
税
免
除
の
上
限
が
上

が
り
、
各
課
税
率
の
対
象
と

な
る
金
額
も
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
、
所
得
税
を
払
わ
な
く

て
よ
い
人
が
増
え
、
同
じ
収

入
だ
が
課
税
率
が
下
が
る
人

も
出
て
く
る
た
め
、
税
収
減

と
な
り
、
財
源
を
ど
う
補
填

す
る
か
と
い
う
問
題
が
出
て

く
る
。

　

政
府
に
は
「
今
年
の
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
赤
字

１
３
９
０
億
レ
以
内
に
収
め

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
２
日
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
に
関
し
て
、「
空
き
が

で
き
た
ら
最
高
裁
判
事
に
推
す
」
と
の
発
言
を
行
っ
た
。
そ
の
発
言
は
、
自
分
の

政
策
が
批
判
を
浴
び
、
連
邦
政
府
の
思
い
通
り
に
こ
と
が
運
ば
な
い
矢
先
で
の
こ

と
だ
っ
た
。
１
３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

い
。
事
実
、
テ
メ
ル
政
権
時

代
の
法
相
だ
っ
た
ア
レ
ッ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
氏

が
最
高
裁
判
事
に
指
名
さ
れ

た
時
も
、
最
高
裁
判
事
へ
の

就
任
承
認
に
は
不
可
欠
の
上

院
で
の
サ
バ
チ
ー
ナ
（
口
頭

試
問
）
で
の
結
論
が
出
る
ま

で
に
、
１
２
時
間
を
要
し
た

ほ
ど
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
モ
ロ
氏
の
場
合
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
判

事
か
ら
法
相
に
就
任
す
る
際

も
、「
判
事
の
政
治
的
中
立

性
が
失
わ
れ
る
の
で
は
」
と

批
判
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の

法
相
就
任
は
、
従
来
の
法

務
省
と
治
安
省
を
統
合
し
た

「
ス
ー
パ
ー
大
臣
」
と
し
て

の
待
遇
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
発
言
は
、
９
日

に
開
催
さ
れ
た
両
院
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
モ
ロ
法
相

が
法
務
省
傘
下
に
置
い
て
お

く
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
金
融

活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ
ｏ

ａ
ｆ
）
が
、
昨
年
ま
で
の
管

轄
だ
っ
た
財
務
省
（
現
在
は

経
済
省
）
の
管
轄
下
に
戻
さ

　

今
月
に
入
っ
た
あ
た
り
か

ら
、「
な
か
な
か
当
た
ら
な

い
」
と
騒
が
れ
は
じ
め
、
賞

金
が
史
上
最
高
額
に
ま
で
膨

れ
上
が
っ
て
い
た
連
邦
貯
蓄

銀
行
（
カ
イ
シ
ャ
）
の
宝
く

じ
「
メ
ガ
・
セ
ナ
」
に
、
つ

い
に
当
選
者
が
出
た
。
１
１

日
の
抽
選
で
１
４
回
分
が
蓄

れ
た
直
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。

同
日
の
特
別
委
員
会
で
も
、

委
員
の
中
か
ら
は
「
モ
ロ
氏
へ

の
権
力
集
中
」
を
嫌
う
声
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

他
方
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
自

身
も
、
連
邦
政
府
の
法
案
が

下
院
で
敗
北
す
る
事
態
が
相

次
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
７

日
に
署
名
し
た
銃
携
行
に
関

す
る
大
統
領
令
が
不
評
で
、

議
会
な
ど
か
ら
違
憲
と
の
声

が
出
て
い
る
上
、
１
０
日
に

は
最
高
裁
の
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ

ル
判
事
か
ら
、
５
日
以
内
に

内
容
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る

な
ど
、
苦
し
い
立
場
に
も
あ
っ

た
。

　

な
お
、
モ
ロ
判
事
は
１
３

日
朝
、「
法
相
就
任
を
打
診

「
就
任
時
の
約
束
」と
大
統
領
語
る

る
」
と
い
う
大
命
題
が
あ
る

た
め
、
減
税
分
の
財
源
確
保

は
避
け
て
通
れ
な
い
。
経
済

省
関
係
者
の
話
で
は
、
大
統

領
の
要
請
は
社
会
保
障
制
度

改
革
の
進
展
と
も
合
わ
せ
て

検
討
さ
れ
る
と
い
う
。
ゲ
デ

ス
氏
は
社
会
保
障
制
度
改
革

の
後
に
税
制
改
革
を
狙
っ
て

お
り
、
所
得
税
の
問
題
は
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
予
定
だ
。

　

た
だ
し
、
１
９
９
６
年
に

出
た
タ
ベ
ー
ラ
が
、
２
３
年

間
、
イ
ン
フ
レ
率
と
同
ペ
ー
ス

で
改
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今

頃
は
月
収
３
６
８
９
・
５
７

レ
以
下
の
人
が
所
得
税
免
除

（
ゼ
ロ
％
）
に
な
っ
て
い
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
は
、

月
収
３
６
０
０
レ
な
ら
所
得

税
率
は
１
５
％
だ
。

　

国
税
庁
職
員
組
合
（
Ｓ

請
〞
し
た
。
こ
れ
ら
は
命
令

で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

イ
ン
フ
レ
率
に
合
わ
せ
た
タ

ベ
ー
ラ
改
定
は
行
わ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
」
と
大
統
領
は

語
っ
た
。

　

現
行
の
タ
ベ
ー
ラ
は
、
月

収
１
９
０
３
・
９
８
レ
以
下

の
労
働
者
は
所
得
税
免
除
。

月
収
１
９
０
３
・
９
９
〜

２
８
２
６
・６
５
レ
な
ら
７
・

５
％
が
徴
収
さ
れ
る
。
収

入
が
増
す
と
税
率
が
上
が
る

　

ラ
ジ
オ
・
バ
ン
デ
イ
ラ
ン

テ
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出

演
し
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
１
２
日
、
２
０
２
０
年
か

ら
、
現
行
所
得
税
の
タ
ベ
ー

ラ
（「
月
収
〜
レ
ま
で
の
人
は

税
率
〜
％
」
な
ど
の
よ
う
に

定
め
た
課
税
率
表
）
を
改
定

す
る
つ
も
り
だ
と
語
っ
た
と
、

１
２
、１
３
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
所
得
税
の
タ
ベ
ー
ラ
を

イ
ン
フ
レ
率
に
合
わ
せ
て
改

定
し
、
医
療
費
や
教
育
費
の

控
除
限
度
額
も
拡
大
す
る
よ

う
、
ゲ
デ
ス
経
済
相
に
〝
要

細
か
い
調
整
は
経
済
省
に
一
任

イ
ン
フ
ル
の
死
者
９
９
人
超
す

減
税
だ
が
、
財
源
確
保
が
鍵

ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｆ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
）
は
、

「
タ
ベ
ー
ラ
の
調
整
自
体
は

賛
成
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
調

整
も
イ
ン
フ
レ
率
よ
り
低
い

ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
き
た
の

で
、
実
質
的
な
影
響
は
少
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

タ
ベ
ー
ラ
が
最
後
に
改

定
さ
れ
た
１
５
年
４
月
か

ら
今
年
４
月
ま
で
の
丸
４

年
間
の
累
積
イ
ン
フ
レ
率
は

２
３
・
５
３
％
だ
が
、「
タ

ベ
ー
ラ
は
せ
い
ぜ
い
４
％
程
度

の
調
整
で
終
る
の
で
は
」
と
、

同
組
合
幹
部
の
ル
イ
ス
・
ベ

ネ
ジ
ト
氏
は
語
っ
て
い
る
。

　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

ジ
ェ
ル
ソ
ン
・
カ
マ
ロ
ッ
チ
氏

は
大
統
領
発
言
の
翌
日
、「
大

統
領
の
〝
要
請
〞
に
従
う
と
、

５
０
０
億
レ
程
度
の
減
収
に

な
る
。
こ
の
穴
を
埋
め
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
」
と
の
分
析

を
伯
字
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
る
。

　

最
高
裁
で
次
の
空
席
が
で

き
る
場
合
は
、
２
０
１
７
年

１
月
に
起
き
た
テ
オ
リ
・
ザ

ヴ
ァ
ス
キ
判
事
急
死
の
よ
う

な
事
態
や
現
職
判
事
の
突

然
の
辞
任
で
も
な
い
限
り
、

２
０
２
０
年
１
１
月
１
日

の
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判
事

の
定
年
が
最
速
と
な
る
。
ま

た
、
仮
に
こ
れ
を
逃
し
て
も
、

２
０
２
１
年
７
月
１
２
日
の

マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判

事
の
定
年
が
控
え
て
い
る
。

　

モ
ロ
判
事
は
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
担
当
判
事

で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
も
手

伝
い
、
現
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

に
お
い
て
は
最
も
人
気
の
大

臣
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　

だ
が
、
連
邦
政
府
の
現
職

法
相
が
、
そ
の
政
権
の
大
統

領
が
ま
だ
在
任
中
に
最
高
裁

判
事
に
転
じ
る
の
は
、「
連
邦

政
府
に
有
利
に
な
る
の
で
は
」

と
反
発
の
声
も
起
こ
り
や
す

今年の所得税申告も、申告期限ギリギリの駆け込みが多
かった（参考画像・Marcello Casal Jr / Agencia Brasil）

ボウソナロ大統領とモロ法相
（Jose Cruz/Agencia Brasil）

最
速
は
２
０
年
１
１
月
だ
が

さ
れ
た
時
に
は
、
最
高
裁
判

事
に
指
名
す
る
と
い
う
特
別

な
約
束
な
ぞ
な
か
っ
た
」
と

語
る
な
ど
、
見
解
の
相
違
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

積
さ
れ
た
メ
ガ
・
セ
ナ
を
当

て
た
人
は
、
た
だ
１
人
で
実

に
２
億
８
９
０
０
万
レ
ア
ル

の
賞
金
を
受
け
取
っ
た
。
こ

の
額
は
、
２
０
１
５
年
に

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
当
選
し
た
人

が
受
け
、
過
去
最
高
だ
っ
た

２
億
５
０
０
万
レ
ア
ル
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
当

選
番
号
は
、「
２
３
―
２
４

―
２
６
―
３
８
―
４
２
―

４
９
」
だ
っ
た
。
次
の
く
じ

は
１
５
日
に
３
０
０
万
レ
ア

ル
か
ら
再
度
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
夢
を
求
め
て
、
こ
れ
か

ら
も
ロ
テ
リ
カ
（
く
じ
売
り

場
）
に
は
人
が
並
び
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

長
き
に
わ
た
り
喜
劇
界
の

人
気
俳
優
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
ル
シ
オ
・
マ
ウ
ロ
が

１
１
日
、
４
カ
月
前
か
ら
呼

吸
不
全
で
入
院
し
て
い
た
リ

オ
市
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。

９
２
歳
だ
っ
た
。
ル
シ
オ
は

草
創
期
の
１
９
６
０
年
代
か

ら
テ
レ
ビ
出
演
を
果
た
し
て

お
り
、
伯
国
最
大
の
喜
劇
俳

優
の
一
人
だ
っ
た
シ
コ
・
ア

ニ
ー
ジ
オ
の
代
表
作
「
ラ
イ

ム
ン
ド
先
生
」
の
共
演
者
と

し
て
も
有
名
だ
っ
た
。
８
０

歳
を
超
え
て
も
元
気
に
現
役

を
つ
と
め
、
息
子
で
人
気
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
の
ル
シ
オ
・
マ
ウ

ロ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
と
共
演
し
た

り
も
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
、１
２
日
に
行
わ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

第
４
節
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は

敵
地
で
の
ア
ト
レ
チ
コ
・
ミ

ネ
イ
ロ
と
の
首
位
攻
防
戦
を

２
―
０
で
制
し
、
逆
転
で
首

位
に
躍
り
出
た
。
ま
た
、
サ

ン
ト
ス
が
３
―
０
で
ヴ
ァ
ス

コ
・
ダ
・
ガ
マ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

が
１
―
０
で
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
に
勝
ち
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス

と
勝
ち
点
同
点
で
２
位
と
３

位
。
上
位
３
チ
ー
ム
を
聖
州

勢
で
独
占
し
て
い
る
。

　

１
２
日
、
横
浜
で
開
催
さ

れ
て
い
る
陸
上
の
「
Ｉ
Ａ
Ａ

Ｆ
世
界
リ
レ
ー
」
で
、
伯
国

代
表
が
男
子
４
０
０
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
で
、
同
種
目
で
は

史
上
初
と
な
る
世
界
王
者
に

輝
い
た
。
１
３
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
ナ
シ
メ
ン
ト

（
２
４
）、
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ウ

ヴ
ァ（
２
１
）、ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・

ヴ
ィ
デ
ス（
２
６
）、パ
ウ
ロ
・

ア
ン
ド
レ
（
２
０
）
の
４
人

で
組
ん
だ
伯
国
代
表
は
、
第

７
レ
ー
ン
で
登
場
し
た
。

　

第
３
走
者
の
ヴ
ィ
デ
ス
が

３
位
で
追
い
上
げ
る
と
、
ア

ン
カ
ー
の
ア
ン
ド
レ
が
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
後
す
ぐ
に
２
位
に

上
が
っ
た
上
、
第
８
レ
ー
ン

を
走
っ
て
い
た
中
国
代
表
を

抜
い
て
１
位
に
立
っ
た
。
だ

が
、
第
５
レ
ー
ン
の
米
国
代

表
が
猛
烈
に
追
い
上
げ
た
た

め
、
結
果
は
機
械
判
定
に
持

ち
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
伯
国
代
表
が

０
秒
０
２
の
僅
差
で
米
国
代

表
を
振
り
切
り
、
伯
国
の
歴

史
上
、
こ
の
種
目
で
初
の
世

界
一
と
な
っ
た
。
過
去
の
最

高
は
２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー

五
輪
で
の
銀
メ
ダ
ル
で
、

１
９
９
６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
、
２
０
０
８
年
の
北
京
五

輪
で
は
銅
メ
ダ
ル
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
０
秒
０
２
差
で
の

優
勝
は
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
の
歴
史
の
中
で
最
も

僅
差
で
の
優
勝
だ
っ
た
。

　
「
僕
た
ち
は
優
勝
し
た
ん

だ
。
誰
も
そ
の
事
実
は
変
え

ら
れ
な
い
」
と
ア
ン
ド
レ
は

喜
び
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
で
、
伯
国
代
表
は
９

月
に
カ
タ
ー
ル
で
行
わ
れ
る

世
界
陸
上
で
の
こ
の
種
目
で

の
切
符
も
手
に
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
保
健
省
が

９
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
死
者
が
、
４
月
２
７
日
現

在
で
９
９
人
に
達
し
た
と
発

表
し
た
と
９
、１
０
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
省
に
よ
る
と
、
１
〜
４

月
に
急
性
気
管
支
系
疾
患
を

起
こ
し
て
入
院
加
療
を
必
要

と
し
た
人
は
５
３
５
人
で
、

内
９
９
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
９
９
人
の
死
者
の

内
、
９
０
％
に
あ
た
る
８
８

人
は
、
高
齢
者
、
慢
性
疾
患

患
者
、子
供
、妊
婦
、先
住
民
、

出
産
直
後
の
女
性
で
、
保
健

省
が
実
施
し
て
い
る
予
防
接

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
者

達
だ
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て

急
性
気
管
支
系
疾
患
を
起
こ

し
て
入
院
し
た
人
の
多
く
は
、

Ｈ
１
Ｎ
１
型
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
た
（
５
３
５
人
中
２
５
４

人
、
死
者
だ
け
見
る
と
８
９

人
）
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
Ａ
型
の
Ｈ

３
Ｎ
２
に
感
染
し
た
人
は

５
４
人
、
Ｈ
１
Ｎ
１
か
Ｈ
３

Ｎ
２
か
は
不
明
だ
が
、
Ａ
型

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

て
い
た
人
は
３
８
人
い
た
と

い
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型

の
患
者
は
６
２
人
、
Ａ
型
か

Ｂ
型
か
さ
え
わ
か
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
１
２
７
人
い
た
と

い
う
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
最
も

顕
著
な
の
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

で
、
１
３
９
人
が
入
院
を
必

要
と
し
、
３
５
人
が
死
亡
し

た
。
聖
州
も
、
１
０
７
人
が

重
症
化
し
て
入
院
、
内
７
人

が
死
亡
し
た
。

　

そ
れ
以
外
で
死
者
が
出
た

州
は
、
パ
ラ
ナ
１
１
人
、
パ

ラ
ー
７
人
、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ

ン
ト
６
人
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス

５
人
、
北
大
河
４
人
、
セ
ア

ラ
ー
と
ロ
ン
ド
ニ
ア
各
３
人
、

ア
ク
レ
、
ア
ラ
ゴ
ア
ス
、
セ

ル
ジ
ッ
ペ
、
リ
オ
、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
、
南
マ
ッ
ト・
グ
ロ
ッ

ソ
各
２
人
、
ア
マ
パ
ー
、
バ

イ
ア
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
、

南
大
河
、
南
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
、
連
邦
直
轄
区
各
１
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
４
月

１
０
日
〜
５
月
３
１
日
で
、

前
述
の
高
リ
ス
ク
の
人
達
の

他
、
保
健
医
療
関
連
機
関
で

働
く
人
、
教
師
、
治
安
関
係

者
、
刑
務
所
職
員
、
社
会
経

済
階
級
か
ら
見
て
必
要
と
判

断
さ
れ
る
１
２
〜
２
１
歳
の

青
少
年
ら
、
５
９
５
０
万
人

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

７
日
現
在
で
集
計
し
た

予
防
接
種
実
施
率
は
、
ま

だ
４
５
・
３
％
だ
。
実
施
率

が
最
も
高
い
の
は
、
出
産
か

ら
４
５
日
以
内
の
女
性
の

６
４
・
３
％
で
、
高
齢
者
や

妊
婦
も
５
０
％
を
超
え
た

が
、
兵
士
や
警
官
な
ど
の
治

安
関
係
者
は
１
０
・
９
％
で

最
低
だ
。

　

隣
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
経

済
危
機
や
、
１
月
末
に
ミ
ナ

ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
発
生

し
た
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
の
鉱
滓
ダ

ム
決
壊
事
故
に
伴
う
鉱
山
採

掘
部
門
の
減
産
、
社
会
保
障

制
度
改
革
に
て
こ
ず
る
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
政
権
な
ど
を
目
の
当

た
り
に
し
、
企
業
家
も
消
費

者
も
景
気
の
先
行
き
を
楽
観

視
で
き
な
い
中
、
経
済
専
門

家
の
間
で
は
、
今
年
も
大
き

な
経
済
成
長
は
期
待
で
き
な

い
と
の
見
方
が
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
１
３
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

伯
国
中
銀
が
同
日
朝
に

発
表
し
た
最
新
の
週
次
経

済
指
標
予
測
集
フ
ォ
ー
カ
ス

に
よ
る
と
、
伯
国
の
今
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
は
１
・

４
５
％
に
、
１
１
週
連
続
で

の
下
方
修
正
さ
れ
た
。

　

１
６
年
末
で
統
計
上
の

不
況
が
止
ま
っ
た
時
点
で
は
、

「
１
７
年
は
横
ば
い
、
１
８

〜
１
９
年
で
飛
躍
」
と
い
っ

た
青
写
真
が
描
か
れ
た
が
、

今
は
そ
れ
を
信
じ
る
人
々
も

少
な
く
、「
景
気
後
退
の
再

来
も
あ
り
う
る
」
と
語
る
専

門
家
も
い
る
。

　

投
資
顧
問
会
社
Ｘ
Ｐ
イ
ン

ベ
ス
チ
メ
ン
ト
社
の
主
席
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
、
ゼ
イ
ナ
・
ラ
チ

フ
氏
は
、
今
年
第
１
四
半
期

の
工
業
生
産
が
昨
年
同
期
比

で
２
・
２
％
ダ
ウ
ン
し
た
事
を

特
に
心
配
し
て
い
る
。同
氏
は
、

「
１
４
年
半
ば
か
ら
１
６
年

末
ま
で
続
い
た
大
型
不
況
の

前
も
、
工
業
生
産
が
最
初
に

落
ち
込
ん
だ
。
工
業
が
落
ち

る
と
サ
ー
ビ
ス
業
も
引
っ
張

ら
れ
て
落
ち
る
」
と
語
っ
た
。

同
氏
は
、
レ
ア
ル
安
な
の
に
、

自
国
で
製
造
で
き
る
品
物
を

輸
入
に
頼
る
傾
向
が
あ
る
と

し
、
何
か
重
大
な
構
造
的
欠

陥
が
あ
っ
て
競
争
力
が
落
ち

て
い
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
。

　

元
中
銀
総
裁
の
ア
フ
ォ
ン

ソ
・
セ
ル
ソ
・
パ
ス
ト
ー
レ

氏
は
、「
現
状
は
非
常
に
悪

い
。
景
気
は
期
待
よ
り
ず
っ

と
低
い
水
準
で
停
滞
し
て
お

り
、
上
が
る
見
込
み
は
少
な

い
」
と
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

５月13日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9837  R$
買　3.9829  R$

円相場
売　0.0364  R$
買　0.0364  R$

「モロ法相を最高裁判事に」
　
こ
の
発
言
は
、
ラ
ジ
オ
の
バ

ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
局
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ミ
ウ
ト
ン・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
氏
か
ら
受
け
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
語
っ
た
も

の
。
こ
の
中
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

は
、「
２
２
年
も
の
司
法
人

生
を
や
め
て
法
相
に
と
お
願

い
し
た
の
だ
か
ら
、
神
さ
え

許
せ
ば
、
最
初
に
空
席
が
で

き
た
時
、
本
人
と
の
約
束
ど

お
り
に
最
高
裁
判
事
に
指
名

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
語

り
、「
そ
う
な
れ
ば
国
民
全
て

が
歓
迎
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
も
語
っ
た
。

男
子
４
０
０
米
リ
レ
ー
で
初
の
世
界
一

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
リ
レ
ー
横
浜
大
会
で

予
防
接
種
の
実
施
率
は
４
５
％

ボウソナロ
ボウソナロ大統領

所
得
税
の
課
税
率
改
定
を
表
明

（２）２０１９年 第５２４０号 ５月 １４日 （火曜日）

陸 上

１
１
週
連
続
で
成
長
率
下
方
修
正

「
不
況
再
来
」
を
語
る
専
門
家
も

伯国経済
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（４）２０１９年 第５２４０号	 ５月	１４日	（火曜日）

大
相
撲
雑
感

サ
ン
パ
ウ
ロ

　
大
城
　
良
雄

◎
名
前
に
は
必
ず

ふ
り
が
な
を
つ
け

て
下
さ
い
。

◎
紙
面
の
都
合
で
、

投
稿
を
一
部
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
了
承
く
だ

さ
い
。

◎
新
聞
や
雑
誌
の

文
章
を
書
き
写
し

た
も
の
は
、
著
作
権

侵
害
と
な
り
ま
す
。

一
部
引
用
す
る
事

は
可
能
で
す
が
、
そ

の
際
は
引
用
部
分

を
分
か
り
や
す
く

明
記
し
、
出
典
を

記
入
し
て
下
さ
い
。

◎
読
み
や
す
い
書

体
で
１
千
字
以
内

に
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。
多
す
ぎ
る

場
合
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
写
真
の
掲
載
を

始
め
た
の
で
、
文

章
と
一
緒
に
送
っ

て
下
さ
い
。
た
だ

し
、
投
稿
さ
れ
た

原
稿
も
写
真
も
返
却

で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら

か
じ
め
コ
ピ
ー
を
取

る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

◎
初
め
て
投
稿
さ
れ

る
方
を
特
に
歓
迎
し

ま
す
。
コ
ロ
ニ
ア
の

日
常
生
活
、
珍
し
い

話
な
ど
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
二
重
投
稿
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◎
順
番
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承

下
さ
い
。

◎
電
話
番
号
と
住
所

を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

◎
送
り
先
は
ニ
ッ
ケ

イ
新
聞
「
ぷ
ら
っ
さ
」

係
。

◎
Ｅ
・
メ
ー
ル
で
の

投
稿
を
歓
迎
し
ま

す
。

Ｅ
メ
ー
ル

 b
u

n
g

u
ei.n

k
@

gm
ail.com

投
稿
者
に
お
ね
が
い

　

昨
年
１
２
月
か
ら
今
年
１

月
ま
で
の
２
カ
月
間
、
娘
達

と
日
本
で
過
ご
し
た
。
私
は

母
の
葬
儀
で
昨
年
も
日
本
に

来
た
が
、
娘
達
は
４
年
ぶ
り

の
帰
国
。
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
。

　

行
く
前
に
、
滞
在
す
る
２

カ
月
の
間
に
ど
こ
へ
行
こ
う

か
、
な
に
を
し
よ
う
か
、
い

ろ
い
ろ
と
計
画
を
た
て
た
。

そ
の
中
に
私
に
は
ど
う
し
て

も
組
み
込
み
た
い
事
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
私
達
が
日
本
に

住
ん
で
い
た
時
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
方
、
仲
の
よ
か
っ

た
友
達
や
知
り
合
い
に
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
会
い
に
行

く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
に
来
て
７
年
。
長
い
間

会
え
な
か
っ
た
人
達
に
会
い

た
か
っ
た
。
そ
し
て
私
だ
け

で
な
く
、
成
長
し
た
娘
達
の

顔
も
見
て
欲
し
か
っ
た
か
ら

だ
。

　

娘
２
人
で
通
算
１
２
年

通
っ
た
保
育
園
で
は
、
園
長

先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の

先
生
方
が
大
き
く
な
っ
た
娘

達
を
見
て
驚
い
て
い
た
。
卒

園
以
来
９
年
ぶ
り
だ
。
な
つ

か
し
い
や
ら
う
れ
し
い
や
ら

　
『
少
子
化
』『
人
口
減
少
』

『
労
働
人
口
減
少
』
―
こ
の

３
つ
の
社
会
現
象
が
経
済
大
国

（
世
界
第
３
位
）
日
本
を
苦

し
め
て
い
る
大
き
な
要
因
で

あ
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も

明
ら
か
な
『
真
の
問
題
』
で

あ
る
。

　

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、
い

か
な
る
職
種
に
於
い
て
も
起

き
て
い
る
こ
の
現
象
を
、
政

府
は
一
時
し
の
ぎ
で
海
外
か

ら
の
労
働
力
導
入
で
補
お
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今

必
要
な
の
は
人
材
よ
り
も
、

む
し
ろ
末
端
で
働
い
て
く
れ

る
人
手
で
あ
る
と
思
う
。

　
『
外
国
人
特
別
法
Ⅰ
号
Ⅱ

号
』
が
４
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
並
行
し

て
１
０
代
、
２
０
代
な
ど
の

　

４
月
２
３
日
ぷ
ら
っ
さ
欄

に
出
て
い
た
『
横
文
字
の
氾

濫
』
を
読
み
ま
し
た
。
私
も

同
感
で
す
。

　

戦
後
す
ぐ
の
時
は
本
当
に

ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
全
体
の

３
０
％
ぐ
ら
い
片
仮
名
字
で

し
た
。
書
い
た
人
は
、「
私

再
会
の
帰
国

サ
ン
パ
ウ
ロ

　
小
林
　
弘
江

　

吾
々
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

野
球
や
フ
ッ
テ
ボ
ー
ル
よ
り

も
、
日
本
の
大
相
撲
観
戦
が

一
番
の
楽
し
み
で
あ
る
。

　

５
月
１
２
日
か
ら
、
大
相

撲
夏
場
所
が
東
京
の
両
国
国

技
館
で
始
ま
る
。
朝
４
時
か

ら
６
時
ま
で
の
放
映
で
あ
る
。

３
時
半
頃
か
ら
起
き
る
の
で
、

家
内
は
相
撲
気
違
い
だ
と
非

難
す
る
。
仕
事
と
な
る
と
７

時
、
８
時
に
起
こ
さ
れ
な
い

と
起
き
な
い
の
に
、
相
撲
を

観
る
時
に
は
３
時
過
ぎ
に
は

目
が
覚
め
て
一
人
で
に
起
き

る
。

　

家
内
が
馬
鹿
み
た
い
と
非

難
す
る
に
も
無
理
は
な
い
。

『
横
文
字
の
氾
濫
』
を
読
ん
で

イ
ン
ダ
イ
ア
ツ
ー
バ

　
竹
野
　
朝
雄

で
、
昔
話
に
花
が
咲
き
っ
ぱ

な
し
だ
っ
た
。

　

あ
の
頃
は
仕
事
と
育
児
に

奔
走
し
て
い
て
、
毎
日
を
過

ご
す
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
本

を
読
む
の
が
大
好
き
だ
っ
た

私
は
、
読
み
た
く
て
買
っ
た

本
を
、
読
む
ど
こ
ろ
か
開
く

こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
保
育
園
で
の
進

級
式
、
お
花
見
、
運
動
会
や

お
遊
戯
会
、
遠
足
と
い
っ
た

行
事
が
、
子
供
の
成
長
と
季

節
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
て
い
た
。
こ
れ
が
イ
ラ
イ
ラ

や
ス
ト
レ
ス
を
上
手
く
中
和

し
て
く
れ
た
気
が
す
る
。
だ

か
ら
頑
張
れ
た
の
か
な
と
思

う
。

　

子
育
て
の
終
わ
っ
た
先
輩

お
母
さ
ん
か
ら
、「
時
間
が
わ

か
ら
な
い
く
ら
い
忙
し
く
子

育
て
を
し
て
い
た
時
が
一
番

幸
せ
だ
っ
た
。
そ
う
思
う
時

が
来
る
よ
」
と
言
わ
れ
、「
そ

れ
は
い
つ
な
ん
だ
ろ
う
」
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
、
私
も

そ
う
思
っ
て
い
る
。

　

２
人
が
お
世
話
に
な
っ
た

ピ
ア
ノ
教
室
の
先
生
は
私
の

同
級
生
で
、
私
は
帰
る
度
に

会
い
に
行
く
が
、
娘
達
は
７

年
振
り
。
こ
ち
ら
も
娘
達
の

成
長
に
驚
い
て
い
た
。「
子
供

達
が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る

の
だ
か
ら
私
達
が
年
を
と
る

は
ず
だ
」
と
大
笑
い
し
て
、

い
つ
の
ま
に
か
私
達
２
人
の

近
況
報
告
や
同
級
生
の
話
題

で
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
習
い
事
は
３
歳
か
ら
始
め

る
と
長
続
き
す
る
」
と
言
わ

れ
習
い
始
め
た
ピ
ア
ノ
。
そ

う
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
が
、
娘
達
は
今
で
も
と
き

お
り
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
心
地

よ
い
旋
律
を
響
か
せ
て
く
れ

る
。

　

夫
と
私
が
勤
め
て
い
た
会

社
に
も
、
今
回
は
３
人
で
挨

拶
に
行
っ
た
。
私
は
２
年
ほ

ど
し
か
勤
め
て
い
な
か
っ
た

が
、
夫
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
る

直
前
ま
で
１
５
年
以
上
勤
め

て
い
た
。

　

会
社
は
土
日
祭
日
も
休
む

こ
と
の
で
き
な
い
仕
事
だ
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
夫
は
な
ん

と
か
休
み
を
合
わ
せ
、
子
供

達
の
学
校
行
事
に
参
加
し
て

く
れ
た
。
し
か
し
勤
務
年
数

が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
責

任
が
増
え
、
帰
宅
時
間
は
遅

く
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

私
は
耐
え
ら
れ
ず
、「
も
っ

と
休
み
の
多
い
会
社
に
変
わ

れ
ば
い
い
の
に
」
と
言
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
主

人
に
「
ど
こ
へ
行
っ
て
も
仕
事

は
同
じ
。
楽
な
仕
事
な
ん
て

な
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
自
分

が
情
け
な
く
な
っ
た
。
そ
う

だ
、
そ
ん
な
中
途
半
端
な
気

持
ち
で
仕
事
を
す
る
人
で
は

な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

今
で
も
帰
国
の
度
に
挨
拶

に
行
く
と
、「
も
し
帰
っ
て
来

る
事
が
あ
れ
ば
ま
た
勤
め
て

欲
し
い
。
い
つ
で
も
待
っ
て
い

る
」、
必
ず
そ
う
言
っ
て
も
ら

え
る
。
本
当
に
有
難
く
思
い

な
が
ら
、
こ
の
言
葉
を
一
番

に
聞
き
た
い
の
は
、
聞
か
せ

て
あ
げ
た
い
の
は
、
一
緒
に

来
ら
れ
な
か
っ
た
夫
だ
と
思
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
か
ら

も
相
変
わ
ら
ず
私
達
の
た
め

に
精
一
杯
働
い
て
く
れ
て
い
る

夫
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る

し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

　

次
女
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
所
属

し
て
い
た
太
鼓
ク
ラ
ブ
で
指

導
を
し
て
く
れ
て
い
た
先
生

は
、
私
達
よ
り
２
カ
月
ほ
ど

早
い
１
１
月
に
日
本
へ
来
て

い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
旅
行

で
は
な
く
、
日
本
に
移
住
す

る
た
め
だ
っ
た
。
先
に
移
住

し
た
娘
さ
ん
は
結
婚
し
て
子

供
も
で
き
て
い
て
、
先
生
も

そ
こ
で
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
だ
。

　

自
宅
に
お
邪
魔
す
る
と
、

先
生
は
生
後
半
年
の
孫
を
う

れ
し
そ
う
に
抱
い
て
私
達
を

歓
迎
し
て
く
れ
た
。
会
え
な

く
な
っ
て
２
カ
月
、
次
か
ら

次
へ
と
話
は
弾
み
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
い
る
と
き
と
何
も
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
楽

し
く
て
楽
し
く
て
時
間
を
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

そ
う
思
え
ば
思
う
ほ
ど
別
れ

難
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

７
年
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
来

て
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
次

女
を
先
生
が
太
鼓
に
誘
っ
て

く
れ
て
、
太
鼓
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
く

れ
た
。
そ
し
て
同
時
に
私
の

世
界
も
広
げ
て
く
れ
た
。
日

本
を
知
っ
て
い
る
先
生
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
と
は
違
う
ブ

ラ
ジ
ル
で
の
悩
み
や
相
談
も

た
く
さ
ん
し
た
。
そ
ん
な
事

を
思
い
出
す
と
涙
が
あ
ふ
れ

て
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
帰

国
は
再
会
の
涙
ば
か
り
だ
っ

た
。
ど
の
人
と
も
「
ま
た
必

ず
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束

を
し
た
。

　

私
は
何
故
、
今
回
の
帰
国

に
こ
の
よ
う
な
再
会
を
し
た

か
っ
た
の
か
―
。
そ
れ
は
、

２
年
前
に
母
を
亡
く
し
て
か

ら
ず
っ
と
消
え
な
い
気
持
ち

が
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
を
離

れ
て
遠
く
に
い
て
も
、
母
に

も
っ
と
も
っ
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
事
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
。

遠
く
に
い
る
か
ら
こ
そ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、

「
い
つ
か
、
い
つ
か
」「
今
度
、

今
度
」
と
思
い
な
が
ら
時
間

ば
か
り
過
ぎ
て
、
私
は
素
直

に
感
謝
の
気
持
ち
さ
え
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
情
け
な
さ
や
後
悔
が

残
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら

今
回
の
よ
う
に
、
会
う
こ
と

が
出
来
る
機
会
を
大
切
に
し

た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
に
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
後
悔
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
後
悔
だ
と
思
え
ば
後

悔
だ
し
、「
そ
ん
な
も
の
だ
」

と
割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
い
い

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
で
も

や
っ
ぱ
り
人
と
の
つ
な
が
り
だ

け
は
後
悔
し
た
く
な
い
。
こ

れ
は
遠
く
に
て
も
近
く
に
い

て
も
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。
や

は
り
人
は
１
人
で
は
生
き
て

い
け
な
い
か
ら
―
。

　

そ
う
強
く
思
え
た
旅
だ
っ

た
。

漂
流
す
る
出
稼
ぎ
　
　
　
　
　
　
④

ア
チ
バ
イ
ア

　
松
岡
　
岩
雄

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の 

日
本
で
の
行
き
着
く
先
は
？

その１

青
年
男
女
の
結
婚
問
題
を
国

家
が
支
援
し
、
地
方
自
治
体

が
窓
口
と
な
っ
て
積
極
的
に

男
女
交
流
の
場
を
設
け
、『
お

見
合
い
』
で
は
な
く
、
民
間

企
業
が
や
っ
て
い
る
高
額
な

入
会
金
を
集
め
て
や
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
も
な
く
、
も
っ

と
気
楽
な
も
の
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
、
子
供
の

頃
か
ら
青
年
男
女
の
集
ま
り

が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
殊
に

週
末
の
昼
間
は
子
供
や
未
成

年
、
夜
間
は
成
人
と
分
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
や

未
成
年
の
場
合
に
は
、
必
ず

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
成
人
の
責

任
者
の
同
行
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
当
地

で
は
男
女
の
交
流
の
場
が
小

さ
い
頃
か
ら
生
活
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
る
。

　

日
本
人
の
中
に
は
、
成
人

し
て
も
『
化
石
』
の
よ
う
な

男
女
が
余
り
に
も
多
く
、
驚

く
ば
か
り
で
あ
る
。
１
０
代

～
２
０
代
、
２
０
代
～
４
０

代
と
人
間
を
構
築
す
る
時
期

に
お
い
て
も
恋
愛
の
チ
ャ
ン
ス

す
ら
な
く
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
。
一
生
独

身
の
ま
ま
で
人
生
を
終
え
る

人
は
全
体
の
４
分
の
１
な
い

し
３
分
の
１
と
発
表
さ
れ
て

い
る
。

　

当
然
、
こ
の
よ
う
な
人
生

を
送
っ
て
い
る
人
た
ち
は
大

方
５
０
代
６
０
代
に
な
る
頃

に
両
親
の
介
護
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、『
老
々

介
護
』
と
呼
ば
れ
、
精
神
的
、

肉
体
的
、
経
済
的
な
問
題
が

重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。

　

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
人
々

も
、
す
で
に
８
０
年
代
終
り

か
ら
９
０
年
代
の
は
じ
め
に

日
本
へ
行
っ
た
人
が
お
り
、
こ

の
よ
う
な
環
境
に
身
を
沈
め

て
い
る
人
も
決
し
て
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
気
持
ち
は
分

か
っ
て
い
て
も
、
経
済
的
な

裏
づ
け
（
年
金
加
入
や
預
貯

金
）
の
な
い
日
本
で
の
生
活

は
楽
な
も
の
で
は
な
く
、
成

功
者
と
呼
ば
れ
る
人
は
一
握

り
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
『
人
口
増
加
』
を

右
肩
上
が
り
に
す
る
に
は
、

結
婚
し
子
供
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
必
要
だ
。
今
の
日
本

の
社
会
で
は
、
そ
れ
は
簡
単

で
は
な
い
。
逆
に
中
国
等
で

は
３
０
年
前
に
『
一
人
っ
子

政
策
』
を
法
令
化
し
、
つ
い

最
近
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

　

世
界
人
口
７
０
億
の
内

２
０
％
が
中
国
人
で
、
当
時

の
中
国
で
は
食
糧
危
機
の
問

題
が
発
生
し
、
政
府
が
発
令

し
た『
一
人
っ
子
政
策
』だ
が
、

そ
の
時
に
生
ま
れ
た
一
人
っ
子

の
子
供
た
ち
が
結
婚
し
、
子

供
を
も
う
け
て
も
や
は
り
１

人
だ
け
と
い
う
の
が
多
い
。

や
は
り
子
供
に
充
分
な
食
事

や
教
育
、
習
い
事
を
さ
せ
る

こ
と
で
将
来
の
投
資
と
の
思

い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
の
両
親
も
一
人
っ
子
で

し
か
し
私
は
「
た
だ
観
て
い

る
の
で
は
な
い
。
勉
強
の
た

め
に
観
て
い
る
の
だ
」
と
言

い
訳
を
し
て
い
る
。
と
言
う

の
も
、
日
本
の
大
相
撲
を
観

戦
し
て
い
る
と
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
沢
山
あ
る
か
ら
だ
。

以
下
に
い
く
つ
か
挙
げ
て
み

る
。

一
、
乳
房
は
子
供
を
産
み
育

て
る
た
め
に
あ
る
も
の
だ
が
、

子
供
を
産
む
こ
と
も
な
い
男

性
に
な
ぜ
乳
房
が
あ
る
の
か

分
か
ら
な
い
。

二
、万
人
同
じ
よ
う
に
顔
に

は
目
２
つ
、
鼻
１
つ
、
口
１

つ
あ
る
の
に
、
何
千
人
何
万

人
の
顔
を
見
て
も
、
な
ぜ
同

じ
よ
う
な
顔
型
（
か
お
か
た

ち
）
を
し
て
い
る
人
が
い
な
い

の
か
分
か
ら
な
い
。

三
、
な
ぜ
女
性
は
土
俵
に
上

が
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か

分
か
ら
な
い
。

四
、横
綱
だ
け
が
注
連
縄
（
し

め
な
わ
）
を
付
け
る
。
な
ぜ

大
関
は
駄
目
な
の
か
、
分
か

ら
な
い
。

五
、
負
け
た
力
士
は
力
水
を

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

が
な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
。

六
、
力
水
で
あ
れ
ば
全
部
飲

む
の
が
当
た
り
前
だ
と
想
う

が
、
吐
き
出
す
の
は
な
ぜ
な

の
か
分
か
ら
な
い
。

七
、
大
相
撲
は
２
週
間
だ
け

ど
、
誰
が
１
週
間
を
７
日
と

決
め
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

常
に
思
う
こ
と
だ
が
、
大

相
撲
が
国
技
で
あ
る
な
ら

ば
、
相
撲
の
技
と
し
て
〝
顔

を
は
る
、
た
た
く
〟
を
認
め

る
こ
と
を
止
め
、
反
則
と
し

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

勝
敗
に
こ
だ
わ
っ
て
〝
立
合
い

の
変
化
〟
は
見
苦
し
い
。
こ

れ
も
反
則
と
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　

貴
景
勝
関
の
口
上
の
如

く
、
武
士
道
精
神
で
正
々

堂
々
と
、
お
客
様
が
納
得
の

行
く
よ
う
な
、
喜
ぶ
よ
う
な

相
撲
を
と
っ
て
欲
し
い
も
の

だ
。
土
俵
が
神
聖
な
場
所
で

あ
る
な
ら
ば
、
力
士
は
プ
ロ

の
自
覚
を
も
っ
て
、
礼
儀
正

し
く
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
礼
儀
が
著
し
く
乱

れ
て
い
る
。
心
の
乱
れ
が
礼

儀
の
乱
れ
で
あ
る
。
礼
儀
正

し
い
力
士
を
見
て
い
る
と
、

心
が
和
む
。
い
い
加
減
な
力

士
を
見
る
と
、
胸
が
痛
む
の

で
あ
る
。

　

日
本
の
伝
統
あ
る
国
技
を

守
る
こ
と
に
、
力
士
は
誇
り

と
自
信
と
勇
気
を
も
っ
て
、

全
身
全
霊
で
相
撲
道
に
精
進

し
て
頂
き
た
い
。
土
俵
は
円

形
に
な
っ
て
い
る
。
丸
は
日

本
精
神
を
表
す
。
円
満
で
あ

る
こ
と
、『
和
を
以
っ
て
貴
し
』

と
す
る
日
本
の
心
で
あ
る
。

相
撲
人
気
の
秘
訣
は
正
に
相

撲
道
が
〝
日
本
の
心
〟
の
表

れ
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

相
撲
観
戦
の
面
白
さ
は
、

小
型
力
士
が
大
型
力
士
に
勝

つ
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

面
白
さ
は
、
贔
屓
力
士
が
勝

つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
に

も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　

浅
学
の
相
撲
フ
ァ
ン
の
感

想
、
意
見
を
述
べ
て
み
ま
し

た
。

は
こ
ん
な
に
英
語
を
知
っ
て
い

る
」
と
宣
伝
し
た
い
の
で
し
ょ

う
が
、
読
む
側
は
「
こ
ん
な

本
買
う
人
な
ど
い
る
は
ず
も

無
い
」
と
思
い
ま
す
。
私
は

一
度
買
い
、
読
も
う
と
し
ま

し
た
が
、
本
当
に
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
で
ぜ
ん
ぜ
ん
判
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
プ
タ
ド
ー
ル

を
買
っ
た
時
、『
優
し
い
初
心

者
向
け
の
入
門
書
』
と
書
い

た
あ
る
本
を
２
冊
買
い
ま
し

た
。
日
本
字
で
書
い
た
英
語

が
半
分
（
笑
）。
す
ぐ
ゴ
ミ

箱
に
。

　

今
で
は
大
分
よ
く
な
っ
た

と
い
っ
て
も
、
品
物
に
つ
い
て

い
る
説
明
書
は
、
い
く
ら
読

ん
で
も
良
く
判
り
ま
せ
ん
。

英
語
に
縁
の
無
い
日
本
人
の

為
の
説
明
書
を
是
非
つ
け
て

貰
い
た
い
も
の
で
す
。

　

４
月
３
０
日
に
掲
載
さ
れ

た
『
日
本
語
が
変
わ
る
』
の

記
事
も
、
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
ど
う
し
て
こ
う
も
日

本
人
は
外
来
語
が
好
き
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　

先
ず
気
に
入
ら
な
い
の
が

『
撫
子
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』。
如

何
し
て
『
撫
子　

日
本
』
に

し
な
い
の
か
。
ま
た
、『
侍
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
な
ん
て
の
も『
侍

日
本
』
に
す
べ
き
で
す
。
日

本
は
日
本
で
あ
っ
て
〝
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
〟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
前
、
日
本
か
ら
９
６
式

爆
撃
機
を
改
造
し
た
の
が
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
来
た
事
が
あ
り

ま
す
。
機
体
に
は
『
ｎ
ｉ
ｐ

ｐ
ｏ
ｎ
』
と
書
い
て
あ
り
ま

新しいラブシーンを
大政絢

（おおまさ・あや）

　
【
共
同
】女
性
に
と
っ
て「
幸

せ
と
は
」「
愛
と
は
」
何
か
を

ス
リ
リ
ン
グ
か
つ
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
描
く「
ミ
ス
ト
レ
ス
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
、
金
曜
夜
）
で
、

恋
多
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の

ト
レ
ー
ナ
ー
、
水

島
樹
里
を
演
じ
て

い
る
。

　
「
奔
放
な
恋
愛

を
謳
歌
し
な
が

ら
『
愛
っ
て
何
？
』

と
い
う
本
質
を
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た

大
政
絢
（
共
同
）

の
が
樹
里
だ
と
思
う
。
た
だ
、

彼
女
は
無
意
識
の
う
ち
に
男

女
関
係
の
常
識
に
疑
問
を
抱

い
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

　

そ
ん
な
樹
里
が
女
性
に
恋

を
し
、
真
実
の
愛
に
目
覚
め

て
い
く
。

　

初
め
て
の
役
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
「
女
性
同
士
だ
か
ら

こ
そ
、
相
手
を
ど
う
き
れ
い

に
見
せ
て
い
く
か
を
互
い
に
考

え
な
が
ら
演
じ
る
。
新
し
い

ラ
ブ
シ
ー
ン
が
で
き
て
い
る
と

思
う
」
と
、
ド
ラ
マ
で
の
演

技
に
自
信
を
見
せ
た
。

し
た
。
多
く
の
日
本
人
は
感

激
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
勿
論
、
私
も
そ
の
中

の
一
人
で
す
。
こ
れ
が
『
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
と
書
い
て
あ
れ

ば
、
こ
れ
ほ
ど
感
激
し
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
の
出
来
ご
と
を

み
て
い
る
と
、
腹
の
た
つ
事
が

多
過
ぎ
る
と
感
じ
る
こ
の
頃

で
す
。

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
そ
う

で
、
２
人
と
も
高
学
歴
、
高

収
入
で
富
裕
層
の
仲
間
入

り
。
こ
の
一
人
っ
子
政
策
は

自
分
た
ち
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で

あ
っ
た
と
の
事
だ
。
し
か
し

３
０
年
の
時
を
経
て
人
口
が

２
百
万
に
減
少
し
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
歪
み
が
発
生

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）



北き
た

パ
ラ
ナ
の
勝か

ち
組ぐ

み

の
動ど

う

向こ
う

を
報ほ

う

告こ
く

す
る
Ｃ
Ｉ
Ａ

の
書し

ょ

類る
い

国
こっ

会
かい

図
と

書
しょ

館
かん

サイト「ブラジル移
い

民
みん

の１００年
ねん

」の《米
べい

陸
りく

軍
ぐん

省
しょう

情
じょう

報
ほう

部
ぶ

の日
に

本
ほん

人
じん

秘
ひ

密
みつ

軍
ぐん

事
じ

組
そ

織
しき
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じょう

報
ほう
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樹  

海

大た

い

戦せ

ん

期き

の
米べ

い

国こ

く

忠ち
ゅ
う

誠せ

い

心し

ん

調ち
ょ
う

査さ

は

ブ
ラ
ジ
ル
の
〝
踏ふ

み

絵え

〟

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
、
父ち

ち

・
喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ

ん
が
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
で
踏ふ

み

絵え

を
さ

せ
ら
れ
た
体た

い

験け
ん

談だ
ん

を
聞き

い
た

こ
と
を
思お

も

い
出だ

し
た
。

移い

民み
ん

が
祖そ

国こ
く

を
愛あ

い

す
る
事こ

と

は

罪つ
み

な
の
か
？

　

桜
さ
く
ら

庭ば

家け

は
秋あ

き

田た

県け
ん

か
ら
１ 

９
３
３
年ね

ん

に
渡と

伯は
く

、
ま
ず
は

カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ャ
の
コ
ー
ヒ
ー

耕こ
う

地ち

で
２
年ね

ん

間か
ん

、
次つ

ぎ

に
ソ
ロ

カ
バ
ナ
線せ

ん

マ
ル
チ
ノ
ポ
リ
ス
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

フ
レ
バ
ノ
ガ

で
６
年ね

ん

間か
ん

を
過す

ご
し
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
４
５
家か

族ぞ
く

お
り
、
喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
そ
の
轟

と
ど
ろ
き

青せ
い

年ね
ん

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うま
で
や
っ
た
と
い
う
。

　

青せ
い

年ね
ん

会か
い

で
は
大や

ま
と和
魂だ

ま
し
い、
忠

ち
ゅ
う

孝こ
う

、
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

な
ど
を
テ
ー

マ
に
弁べ

ん

論ろ
ん

大た
い

会か
い

を
や
っ
た
。

日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

を
失う

し
な
わ
な
い
よ
う

に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
ら

を
入い

れ
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

も
あ
っ
た
。

付ふ

近き
ん

の
青せ

い

年ね
ん

会か
い

を
集あ

つ

め
て
報ほ

う

恩お
ん

青せ
い

年ね
ん

連れ
ん

盟め
い

も
作つ

く

り
、
そ
の

会か
い

計け
い

も
務つ

と

め
た
。

　

桜
さ
く
ら

庭ば

家け

は
１
９
４
０
年ね

ん

に

モ
ジ
市し

の
コ
ク
エ
ラ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に

移う
つ
っ
て
野や

菜さ
い

つ
く
り
を
し
て
い

行お
こ
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
管か

ん

理り

局き
ょ
く

側が
わ

は
見み

せ
し
め
と
し
て
、
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
近ち

か

く
に
い
た
約や

く

２
０
０

人に
ん

の
陸り

く

軍ぐ
ん

一い
っ

個こ

中ち
ゅ
う

隊た
い

を
派は

遣け
ん

し
、
２
１
日に

ち

夜よ
る

に
一い

っ

斉せ
い

検け
ん

挙き
ょ

し
た
。
こ
の
よ
う
な
対た

い

立り
つ

か

ら
、
同ど

う

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
は
二に

世せ
い

が
３
千ぜ

ん

人に
ん

も
い
た
が
、
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

に
応お

う

じ
た
の
は
わ
ず
か
５
９

人に
ん

。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

」
に
は
《
息む

す

子こ

が
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

に
応お

う

じ
た
家か

族ぞ
く

は
、

他た

の
収

し
ゅ
う

容よ
う

者し
ゃ

か
ら
邪じ

ゃ

険け
ん

に
扱

あ
つ
か

わ
れ
、
食

し
ょ
く

堂ど
う

内な
い

に
「
イ
ヌ
の

席せ
き

」
と
書か

い
た
札ふ

だ

を
立た

て
、

そ
の
席せ

き

で
食

し
ょ
く

事じ

を
す
る
こ
と

を
強

き
ょ
う

要よ
う

さ
れ
た
》
と
あ
る
。

　
「
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

調ち
ょ
う

査さ

」
の
話は

な
し
を

聞き

き
な
が
ら
、
２
０
１
０
年ね

ん

１
２
月が

つ

４
日か

に
ブ
ラ
ジ
ル
民み

ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
故こ

・
桜

さ
く
ら

庭ば

喜き

太た

郎ろ
う

に
は
共

き
ょ
う

通つ
う

し
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

に
課か

せ
ら
れ

た
踏ふ

み

絵え

と
い
う
拷ご

う

問も
ん

　
「
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
時と

き

、
わ
し
は
２
３

歳さ
い

だ
っ
た
。
少

し
ょ
う

年ね
ん

時じ

代だ
い

か
ら

軍ぐ
ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
中な

か

で
育そ

だ

っ
て
、

戦せ
ん

争そ
う

中ち
ゅ
うで
も
皆み

な

、
日に

本ほ
ん

が
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

に
勝

し
ょ
う

利り

し
て
、
大だ

い

東と
う

亜あ

共き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

に
み
ん
な
移い

動ど
う

さ
せ
る
っ
て
本ほ

ん

当と
う

に
信し

ん

じ

て
い
た
。
で
も
オ
ヤ
ジ
は
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

（
勝か

ち
組ぐ

み

最さ
い

大だ
い

の
組そ

織し
き

）
に
も
入は

い

ら
ず
、
周ま

わ

り
に

何な
に

か
を
働は

た
ら
き
か
け
る
こ
と
を

し
て
い
た
訳わ

け

で
も
な
い
。
た

だ
自じ

分ぶ
ん

で
信し

ん

じ
て
い
た
だ
け
。

ワ
シ
だ
っ
て
そ
う
。
あ
る
時と

き

、

畑は
た
け

仕し

事ご
と

を
し
て
い
た
時と

き

、
知し

り
合あ

い
が
わ
ざ
わ
ざ
『
日に

本ほ
ん

さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
も
喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は

警け
い

察さ
つ

か
ら
「
な
ん
で
も
い
い

か
ら
、
負ま

け
た
こ
と
を
認み

と

め

る
書し

ょ

類る
い

に
サ
イ
ン
し
ろ
。
そ

し
た
ら
出だ

し
て
や
る
」
と
言い

わ
れ
、家か

族ぞ
く

か
ら
も「
オ
ヤ
ジ
、

何な
ん

で
も
い
い
か
ら
サ
イ
ン
し
て

く
れ
」
と
懇こ

ん

願が
ん

さ
れ
泣な

く
泣な

く
サ
イ
ン
し
た
。

　
「
オ
ヤ
ジ
が
カ
デ
イ
ア
（
牢ろ

う

屋や

）
に
入は

い
っ
て
い
る
間あ

い
だに
次じ

女じ
ょ

が
生う

ま
れ
た
ん
だ
。
で
、
オ

ヤ
ジ
が
負ま

け
た
と
い
わ
ん
も

の
だ
か
ら
、日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

で
あ
る

〝
た
め
〟
に
こ
う
な
っ
た
と
い

う
意い

味み

で
『
為た

め

子こ

』
と
名な

付づ

け
た
。
そ
ん
な
由ゆ

来ら
い

な
ん
だ
」

と
語か

た
っ
て
い
た
。

　
「
そ
れ
か
ら
、
オ
ヤ
ジ
は
勝か

っ
た
と
も
負ま

け
た
と
も
言い

わ

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
で
き
る
は
ず
が

な
い
』
っ
て
言い

っ
て
い
ま
し
た
」

と
、
そ
の
時と

き

の
父ち

ち

の
気き

持も

ち

を
想そ

う

像ぞ
う

す
る
か
の
よ
う
に
、

し
ば
ら
く
中

ち
ゅ
う

空く
う

を
見み

つ
め
た
。

　

父ち
ち

・
喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
１
８ 

９
５
年ね

ん

生う

ま
れ
。
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
日に

本ほ
ん

が
勝

し
ょ
う

利り

し
た
時と

き

は
、

多た

感か
ん

な
１
０
歳さ

い

。「
明め

い

治じ

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と
し
て
の
精せ

い

神し
ん

を

持も

っ
て
育そ

だ
っ
た
。
そ
ん
な
父ち

ち

が

５
１
歳さ

い

に
し
て
「
踏ふ

み

絵え

」
と

い
う
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
拷ご

う

問も
ん

に
際さ

い

し

て
カ
ッ
と
な
っ
て
、
刑け

い

事じ

を
殴な

ぐ

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
さ
ら
に
極ご

く

悪あ
く

犯は
ん

が
集あ

つ

め
ら
れ
た
タ
ウ
バ
テ

刑け
い

務む

所し
ょ

に
送お

く

ら
れ
、
そ
こ
の

〝
石い

し

牢ろ
う

〟
に
３
０
日に

ち

間か
ん

も
ぶ

ち
込こ

ま
れ
た
。

　
「
移い

民み
ん

が
祖そ

国こ
く

を
愛あ

い

す
る

事こ
と

は
罪つ

み

な
の
か
？
」
―
―
そ

ん
な
重お

も

い
問と

い
か
け
が
、
米べ

い

国こ
く

の
「
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

調ち
ょ
う

査さ

」
と
、

伯は
っ

国こ
く

Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
「
踏ふ

み

絵え

」

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

に
１
０
カ
所し

ょ

作つ
く

ら
れ
た
強

き
ょ
う

制せ
い

収
し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

（
『P

r
i
s
i
o
n
e
i
r
o
s
 

d
a
 
G
u
e
r
r
a

（
戦せ

ん

争そ
う

の
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

）
―
ブ
ラ
ジ
ル
の
強

き
ょ
う

制せ
い

収
し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

人じ
ん

た

ち
』
（
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
社し

ゃ

刊か
ん

、
２
０
０
９
年ね

ん

、
プ
リ
シ
ー
ラ
・
フ
ェ

レ
イ
ラ
・
ペ
ラ
ッ
ツ
ォ
著ち

ょ

）

警け
い

察さ
つ

か
ら
「
御ご

真し
ん

影え
い

を
踏ふ

め
」
と
い
う
〝
踏ふ

み

絵え

〟
を
迫せ

ま

ら
れ

た
父ち

ち

の
体た

い

験け
ん

を
語か

た

っ
た
桜

さ
く
ら

庭ば

喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん

　
ロ
ス
の
全ぜ

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

で
「
大た

い

戦せ
ん

期き

、
強

き
ょ
う

制せ
い

収
し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
入い

れ
ら
れ
た
一い

っ

世せ
い

の

７
割わ

り

が
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

調ち
ょ
う

査さ

で
Ｎ
ｏ

Ｎ
ｏ
だ
っ
た
」
と
い
う
ガ
イ

ド
の
話は

な
しを
聞き

き
、こ
れ
は
「
ア

メ
リ
カ
版ば

ん

の
踏ふ

み

絵え

だ
」
と
痛つ

う

感か
ん

し
た
。

　

１
９
４
３
年ね

ん

初し
ょ

頭と
う

に
ア
メ

リ
カ
政せ

い

府ふ

の
戦せ

ん

時じ

転て
ん

居き
ょ

当と
う

局
き
ょ
く

が
実じ

っ

施し

し
た
、
１
７
歳さ

い

以い

上
じ
ょ
う

の
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
ア

メ
リ
カ
へ
の
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

を
調

ち
ょ
う

査さ

し
た
際さ

い

、
次つ

ぎ

の
二ふ

た

つ
の
質し

つ

問も
ん

事じ

項こ
う

に
Ｎ
ｏ
と
い
う
答こ

た

え
が

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
た
件け

ん

だ
。

　
《
質し

つ

問も
ん

２
７
》「
あ
な
た
は

命め
い

令れ
い

を
受う

け
た
ら
、
い
か
な

る
地ち

域い
き

で
あ
れ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

軍ぐ
ん

隊た
い

の
戦せ

ん

闘と
う

任に
ん

務む

に
服ふ

く

し
ま
す

か
？
」、そ
し
て
《
質し

つ

問も
ん

２
８
》

「
あ
な
た
は
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

に
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

を
誓ち

か

い
、
国こ

く

内な
い

外が
い

に
お
け
る

い
か
な
る
攻こ

う

撃げ
き

に
対た

い

し
て
も

合が
っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

を
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

に
守ま

も

り
、
か

つ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

天て
ん

皇の
う

、
外が

い

国こ
く

政せ
い

府ふ

・
団だ

ん

体た
い

へ
の
忠

ち
ゅ
う

節せ
つ

・
従

じ
ゅ
う

順
じ
ゅ
ん

を
誓ち

か
っ
て
否ひ

定て
い

し
ま
す
か
？
」

　
つ
ま
り
「
祖そ

国こ
く

と
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

へ
の
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

を
捨す

て
る
か

ど
う
か
」
と
い
う
移い

民み
ん

の
心

こ
こ
ろ

を
引ひ

き
裂さ

く
よ
う
な
質し

つ

問も
ん

を

し
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

と
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
対た

い

戦せ
ん

し
た

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

よ
う
な
勝か

ち
負ま

け
事じ

件け
ん

は
起お

き
よ
う
が
な
か
っ
た
。
だ
が

合が
っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

で
は
大た

い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの
時じ

点て
ん

で
、
日に

本ほ
ん

戦せ
ん

勝し
ょ
う

派は

と
そ
う
で

な
い
人ひ

と

と
を
分わ

け
る
、
こ
の

よ
う
な
〝
踏ふ

み

絵え

〟
が
す
で
に

行お
こ
なわ
れ
て
い
た
。

　

Ｎ
ｏ
Ｎ
ｏ
と
答こ

た

え
た
収

し
ゅ
う

容よ
う

者し
ゃ

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

北ほ
く

部ぶ

の
ツ
ー
ル
・
レ
イ
ク
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
集あ

つ

め
ら
れ
た
。
そ
こ

で
は
１
９
４
３
年ね

ん

２
月が

つ

１
９

日に
ち

、
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

登と
う

録ろ
く

に
反は

ん

感か
ん

を
持も

っ
た
二に

世せ
い

の
若わ

か

者も
の

３
５
人に

ん

が

「
徴

ち
ょ
う

兵へ
い

局き
ょ
くに
登と

う

録ろ
く

す
る
意い

思し

は
全ま

っ
た
く
無な

い
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

へ
の
送そ

う

還か
ん

に
は
何い

時つ

で
も

署し
ょ

名め
い

す
る
」
と
の
抗こ

う

議ぎ

文ぶ
ん

を

手て

渡わ
た

す
た
め
に
デ
モ
行こ

う

進し
ん

を

が
勝か

っ
た
』
と
知し

ら
せ
に
来き

た
。
そ
の
時と

き

は
思お

も

わ
ず
、
バ

ン
ザ
ー
イ
っ
て
畑は

た
けで
鍬く

わ

を
放ほ

う

り

投な

げ
た
ら
、
鍬く

わ

が
折お

れ
て
し

ま
っ
た
。
ワ
シ
は
べ
つ
に
勝か

ち

組ぐ
み

と
し
て
行こ

う

動ど
う

は
し
な
か
っ
た

が
、
心こ

こ
ろ
の
中な

か

で
は
そ
う
信し

ん

じ

て
い
た
」
と
振ふ

り
か
え
る
。

　

タ
ウ
バ
テ
の
石い

し

牢ろ
う

に
移う

つ

さ

れ
た
父ち

ち

を
助た

す

け
る
た
め
に
、

家か

族ぞ
く

は
コ
ク
エ
ラ
の
コ
チ
ア
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

単た
ん

協き
ょ
うに
相そ

う

談だ
ん

し
に
行い

き
、「
オ
ヤ
ジ
を
牢ろ

う

屋や

か
ら
出だ

す
た
め
に
手て

伝つ
だ
っ
て
く
れ
」
と

お
願ね

が

い
に
行い

っ
た
。
組く

み

合あ
い

幹か
ん

部ぶ

は
話は

な
し
を
聞き

き
、
同ど

う

情じ
ょ
うし
て

く
れ
、
市し

長ち
ょ
うを
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

当と
う

時じ

の
市し

長ち
ょ
うは
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

の

元も
と

理り

事じ

長ち
ょ
うだ
っ
た
。
そ
の
筋す

じ

か
ら
「
喜き

一い
ち

郎ろ
う

は
頑が

ん

固こ

者も
の

だ

が
、
悪わ

る

者も
の

で
は
な
い
。
こ
い
つ

は
モ
ジ
出

し
ゅ
っ

身し
ん

だ
か
ら
モ
ジ
の

カ
デ
イ
ア
（
刑け

い

務む

所し
ょ

）
に
移う

つ

し
て
く
れ
」
と
の
要よ

う

請せ
い

が
Ｄ

Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
届と

ど

き
、
モ
ジ
に
移う

つ

な
く
な
り
、
う
や
む
や
に
な
っ

た
…
」。
そ
の
話は

な
しを
聞き

き
、
誰だ

れ

が
喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
を
責せ

め
ら
れ

よ
う
か
と
考か

ん
がえ
込こ

ん
だ
。

「
う
や
む
や
」
と
い
う
強し

た
たか
な

生い

き
方か

た

　

踏ふ
み

絵え

こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、

日に

本ほ
ん

が
負ま

け
た
こ
と
を
認み

と

め

る
書し

ょ

類る
い

に
サ
イ
ン
を
し
た
こ

と
は
、
喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
の
心こ

こ
ろ
に

一い
っ

生し
ょ
う

傷き
ず

と
し
て
残の

こ

っ
た
。
実じ

っ

際さ
い

に
日に

本ほ
ん

は
敗は

い

戦せ
ん

し
た
の
に
、

な
ぜ
そ
れ
を
認み

と

め
る
書し

ょ

類る
い

に

サ
イ
ン
す
る
こ
と
を
、
そ
ん

な
に
拒こ

ば

ん
だ
の
か
。
今い

ま

か
ら

し
て
み
れ
ば
、
奇き

異い

に
す
ら

感か
ん

じ
ら
れ
る
点て

ん

だ
。

　

だ
が
、
勝か

ち
負ま

け
抗こ

う

争そ
う

の

発ほ
っ

端た
ん

は
１
９
４
６
年ね

ん

正し
ょ
う

月が
つ

、

ツ
ッ
パ
ン
郊こ

う

外が
い

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
起お

き
た
「
日ひ

の
丸ま

る

事じ

件け
ん

」
だ
。

纐こ
う

纈け
つ

鎮し
ず

夫お

宅た
く

で
日ひ

の
丸ま

る

を
掲け

い

揚よ
う

し
て
正

し
ょ
う

月が
つ

を
祝い

わ
っ
て
い
る
と

の
密み

っ

告こ
く

を
受う

け
た
警け

い

察さ
つ

が
、

家か

宅た
く

捜そ
う

索さ
く

に
行い

っ
て
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

者し
ゃ

を
暴ぼ

う

行こ
う

し
た
上う

え

で
連れ

ん

行こ
う

、

車く
る
ま

代だ
い

と
称し

ょ
う
し
て
６
０
０
ク

ル
ゼ
イ
ロ
巻ま

き
上あ

げ
た
。
さ

ら
に
警け

い

察さ
つ

官か
ん

エ
ド
ゥ
ム
ン
ド

が
押お

う

収し
ゅ
うし
た
日ひ

の
丸ま

る

で
革か

わ

長な
が

靴ぐ
つ

の
泥ど

ろ

を
拭ぬ

ぐ

っ
て
い
る
の
を

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
目も

く

撃げ
き

し
た
と
い
う

事じ

件け
ん

だ
。

　
「
日ひ

の
丸ま

る

で
靴く

つ

の
汚よ

ご

れ
を

拭ぬ
ぐ

う
」
と
聞き

い
て
怒い

か

り
を
感か

ん

じ
る
人ひ

と

々び
と

や
皇こ

う

室し
つ

の
名め

い

誉よ

を

重お
も

ん
じ
た
人ひ

と

た
ち
が
勝か

ち
組ぐ

み

に
な
っ
た
。
勝か

ち
組ぐ

み

＝
「
日に

本ほ
ん

の
敗は

い

戦せ
ん

を
認み

と

め
な
か
っ
た

人ひ
と

々び
と

」
と
い
う
の
は
、
表

ひ
ょ
う

面め
ん

上じ
ょ
うの
意い

味み

に
す
ぎ
な
い
。

　

彼か
れ

ら
に
と
っ
て
「
日に

本ほ
ん

の
敗は

い

戦せ
ん

を
認み

と

め
る
こ
と
」
＝

「
愛あ

い

す
る
祖そ

国こ
く

を
裏う

ら

切ぎ

る

行こ
う

為い

」
と
し
て
感か

ん

じ
ら
れ

た
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
文も

字じ

通ど
お

り
の
「
勝か

っ
た
か
負ま

け
た

か
」
と
い
う
問も

ん

題だ
い

で
は
な
く
、

「
祖そ

国こ
く

へ
の
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

や
郷

き
ょ
う

土ど

愛あ
い

の
強つ

よ

さ
」
の
問も

ん

題だ
い

だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
、
米べ

い

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
課か

せ
ら
れ
た
「
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

心し
ん

調ち
ょ
う

査さ

」
と
同お

な

じ
様よ

う

な
意い

味み

が
あ
っ
た
。

　

喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
、
日に

本ほ
ん

を
愛あ

い

す
る
父ち

ち

の
強つ

よ

い
気き

持も

ち

を
引ひ

き
継つ

い
だ
か
ら
、
ブ

ラ
ジ
ル
郷

き
ょ
う

土ど

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

が

１
９
８
９
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

し
て
か

ら
２
０
１
１
年ね

ん

に
交こ

う

代た
い

す
る

ま
で
、
２
１
年ね

ん

間か
ん

も
会か

い

長ち
ょ
うを

続つ
づ

け
た
。
し
か
も
喜き

太た

郎ろ
う

さ

ん
は
自じ

分ぶ
ん

で
は
民み

ん

謡よ
う

を
う
な

ら
な
い
。
で
も
、
ひ
た
す
ら

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
さ
ら
に
は

昨さ
く

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと

し
て
大だ

い

活か
つ

躍や
く

し
た
こ
と
は
記き

憶お
く

に
新あ

た
らし
い
。

　

戦せ
ん

後ご

に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

や
日に

本ほ
ん

の
芸げ

い

能の
う

を
残の

こ

そ
う
と
手て

弁べ
ん

当と
う

で
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
て
き
た
人ひ

と

の
多お

お

く
が
、
桜

さ
く
ら

庭ば

さ
ん
に
つ
な
が
る
よ
う
な

志こ
こ
ろ
ざ
しの
篤あ

つ

い
人ひ

と

た
ち
だ
っ
た
。

米べ
い

Ｃ
Ｉ
Ａ
が
勝か

ち
組ぐ

み

を
監か

ん

視し

　
一い

っ

方ぽ
う

、国こ
っ

会か
い

図と

書し
ょ

館か
ん

サ
イ
ト

「
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

の
１
０
０

年ね
ん

」
に
も
、《
米べ

い

陸り
く

軍ぐ
ん

省
し
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

秘ひ

密み
つ

軍ぐ
ん

事じ

組そ

織し
き

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

》
と
い
う

１
９
４
２
年ね

ん

３
月が

つ

の
戦せ

ん

中
ち
ゅ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　
《
米べ

い

陸り
く

軍ぐ
ん

省し
ょ
う

参さ
ん

謀ぼ
う

部ぶ

情
じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

長ち
ょ
うの
報ほ

う

告こ
く

。
信し

ん

頼ら
い

で
き

る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

と
し
て
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
市し

近き
ん

郊こ
う

に
２
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
秘ひ

密み
つ

軍ぐ
ん

事じ

組そ

織し
き

が
存そ

ん

在ざ
い

す
る
と
し
て
い
る
》
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と
い
う
内な

い

容よ
う

だ
。
あ
り
え
な

い
勘か

ん

違ち
が

い
だ
が
、
当と

う

時じ

の
米べ

い

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

省し
ょ
うで
は
そ
ん
な
話は

な
し
が

信し
ん

じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
うに
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
勾こ

う

留
り
ゅ
う

さ
れ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

指し

導ど
う

者し
ゃ

ら

を
尋じ

ん

問も
ん

す
る
捜そ

う

査さ

官か
ん

の
横よ

こ

に

は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
ア
メ
リ

カ
人じ

ん

外が
い

交こ
う

官か
ん

が
い
た
。

　

１
９
４
６
年ね

ん

４
月が

つ

１
日た

ち

、

野の

村む
ら

忠ち
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

殺さ
つ

害が
い

事じ

件け
ん

が

起お

き
た
直

ち
ょ
く

後ご

、「
勝か

ち
組ぐ

み

組そ

織し
き

幹か
ん

部ぶ

だ
っ
た
」
と
い
う
だ

け
で
警け

い

察さ
つ

に
１
２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
逮た

い

捕ほ

勾こ
う

留り
ゅ
うさ
れ
た
。
桜

さ
く
ら

庭ば

喜き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
の
よ
う
な
目め

に
遭あ

っ
た
人ひ

と

が
、
そ
れ
だ
け

い
た
。
う
ち
「
踏ふ

み

絵え

に
応お

う

じ
な
か
っ
た
も
の
」
を
含ふ

く

む

４
７
０
人に

ん

が
監か

ん

獄ご
く

島し
ま

ア
ン
シ

ェッ
タ
送お

く

り
に
さ
れ
、
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
よ
る
国こ

く

外が
い

追つ
い

放ほ
う

令れ
い

ま
で
出だ

さ
れ
た
。

　

だ
が
実じ

っ

際さ
い

に
殺さ

つ

害が
い

事じ

件け
ん

へ

加か

担た
ん

し
た
約や

く

１
０
人に

ん

以い

外が
い

は
、
全ぜ

ん

員い
ん

が
３
年ね

ん

ほ
ど
で
島し

ま

か
ら
解か

い

放ほ
う

さ
れ
た
。
こ
の
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

事じ

件け
ん

の
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

は

１
９
５
８
年ね

ん

に
終お

わ
り
、
実じ

っ

行こ
う

犯は
ん

約や
く

１
０
人に

ん

以い

外が
い

は
証

し
ょ
う

拠こ

不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
罪つ

み

に
問と

わ
れ
な
か

っ
た
。

　

結け
っ

局き
ょ
く「
大た

い

山ざ
ん

鳴め
い

動ど
う

し
て
鼠

ね
ず
み

一い
っ

匹ぴ
き

」
だ
っ
た
。
今い

ま

か
ら
し

て
み
れ
ば
「
敵て

き

国こ
く

で
あ
る
日に

本ほ
ん

へ
の
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

が
強つ

よ

い
」
こ

と
が
逮た

い

捕ほ

拘こ
う

留り
ゅ
うさ
れ
る
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
理り

由ゆ
う

だ
っ
た
訳わ

け

だ
か
ら
、

当と
う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。

　

米べ
い

国こ
く

Ｃ
Ｉ
Ａ
が
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
動ど

う

向こ
う

を
伺

う
か
が

い
、
勝か

ち
組ぐ

み

に
関か

ん

す
る
報ほ

う

告こ
く

を
本ほ

ん

国ご
く

に
挙あ

げ
て
い
た
資し

料
り
ょ
う

も
見み

つ
か
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ａ

史し

料り
ょ
う

公こ
う

開か
い

サ
イ
ト
（w

w
w

.
c

ia
.g

o
v

/lib
ra

ry
/

r
e

a
d

in
g

r
o

o
m

/
h

o
m

e

）
に
は
、
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
の
勝か

ち
組ぐ

み

に
関か

ん

す
る

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

が
収お

さ

め
ら
れ
て
い
る
。

《
Ｔ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ａ
ｉ
（
特と

っ

行こ
う

隊た
い

、
勝か

ち
組ぐ

み

組そ

織し
き

の
強

き
ょ
う

硬こ
う

派は

）
は
日に

本ほ
ん

は
大た

い

戦せ
ん

で
負ま

け

て
い
な
い
と
か
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元げ

ん

帥す
い

は
日に

本ほ
ん

で
捕ほ

虜り
ょ

に
な

っ
て
い
る
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
広ひ

ろ

め
て
い
る
》
な
ど
と

書か

か
れ
、
日に

本ほ
ん

が
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

に

統と
う

治ち

さ
れ
て
い
た
１
９
４
８

年ね
ん

１
１
月が

つ

の
時じ

点て
ん

で
も
、
ま

だ
監か

ん

視し

の
眼め

を
緩ゆ

る

め
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分わ

か
る
。

　

サ
ン
ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
を

は
じ
め
と
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

側が
わ

移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

の

リ
ー
ダ
ー
を
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

す
る

ブ
ラ
ジ
ル
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の
動う

ご

き

の
裏う

ら

に
米べ

い

国こ
く

が
い
た
と
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

専せ
ん

門も
ん

家か

、
サ
ン
カ
エ

タ
ー
ノ
・
ド
・
ス
ル
市し

立り
つ

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
）
で
歴れ

き

史し

学が
く

を
教お

し

え
る
プ
リ
シ
ー
ラ
・
フ
ェ

レ
イ
ラ
・
ペ
ラ
ッ
ツ
ォ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は

明め
い

言げ
ん

し
て
い
る
。

　

米べ
い

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
被

こ
う
む

っ
た
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

と
同お

な

じ
背は

い

景け
い

が
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
も
あ
っ
た
と
い
え

る
。
つ
ま
り
、
勝か

ち
負ま

け
抗こ

う

争そ
う

は
単た

ん

な
る
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
話は

な
しで
は
な
い
。

　

世せ

界か
い

は
つ
な
が
っ
て
い
る
―

―
。

賠ば
い

償し
ょ
う

請せ
い

求き
ゅ
うし
た
米べ

い

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

、
し
な
い
伯は

っ

国こ
く

　

米べ
い

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

は
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

の
間ま

違ち
が

い
を
追つ

い

及き
ゅ
うす
る
裁さ

い

判ば
ん

を
起お

こ
し
、
謝し

ゃ

罪ざ
い

と
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
勝か

ち
取と

る
こ
と
で
、
国こ

っ

家か

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
成せ

い

熟じ
ゅ
くに
寄き

与よ

し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
多た

文ぶ
ん

化か

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
流な

が

れ
で
、
米べ

い

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
は
現げ

ん

在ざ
い

も
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

び
い
き
が
多お

お

い
と
い
う
。

　

同お
な

じ
ア
メ
リ
カ
大た

い

陸り
く

の
移い

民み
ん

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
、
全ぜ

ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

の
展て

ん

示じ

は
、

涙な
み
だな
し
に
見み

ら
れ
な
い
も
の

だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
在ざ

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
と

っ
て
も
、
ロ
ス
の
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

は
ぜ

ひ
見け

ん

学が
く

に
行い

く
べ
き
場ば

所し
ょ

だ

と
痛つ

う

感か
ん

す
る
。

　

と
同ど

う

時じ

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

や
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
に
関か

ん

し
て
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

請せ
い

求き
ゅ
うや
謝し

ゃ

罪ざ
い

請せ
い

求き
ゅ
うを
ま

っ
た
く
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

も
気き

に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
ほ

ど
ひ
ど
く
な
か
っ
た
の
は
事じ

実じ
つ

だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
い
い
も

の
か
…
。

　

唯ゆ
い

一い
つ
と
い
え
そ
う
な
謝し

ゃ

罪ざ
い

請せ
い

求き
ゅ
うは
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映え

い

画が

監か
ん

督と
く

の
奥お

く

原は
ら

純じ
ゅ
んマ
リ

オ
さ
ん
が
２
０
１
６
年ね

ん

１
２

月が
つ

に
ブ
ラ
ジ
ル
法ほ

う

務む

省し
ょ
うに
提て

い

出し
ゅ
つし
た
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
対た

い

す

る
公こ

う

的て
き

な
歴れ

き

史し

見み

直な
お

し
」
請せ

い

求き
ゅ
うだ
。
た
だ
し
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
伴

と
も
な

わ
ず
、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

の
謝し

ゃ

罪ざ
い

の

み
を
求も

と

め
た
も
の
。

　

１
８
年ね

ん

４
月が

つ

に
は
ブ
ラ
ジ

ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
定て

い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

で
、
こ
の
歴れ

き

史し

見み

直な
お

し
請せ

い

求き
ゅ
うの
早そ

う

期き

審し
ん

議ぎ

開か
い

始し

を
求も

と

め

る
嘆た

ん

願が
ん

書し
ょ

を
県け

ん

人じ
ん

会か
い

名め
い

義ぎ

で

法ほ
う

務む

省し
ょ
うに
提て

い

出し
ゅ
つす
る
こ
と
を

決き

め
た
。
サ
ン
ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
者し

ゃ

の
６
０
％
が
沖お

き

縄な
わ

系け
い

だ
っ
た
事じ

実じ
つ

を
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

塾じ
ゅ
く（
宮み

や

城ぎ

あ
き
ら
代だ

い

表ひ
ょ
う）
が
つ
き
と

め
、
同ど

う

人じ
ん

誌し

『
群む

り

星ぶ
し

』
第だ

い

３

号ご
う

か
ら
毎ま

い

号ご
う

、
続ぞ

く

々ぞ
く

と
生な

ま

の

証し
ょ
う

言げ
ん

を
掲け

い

載さ
い

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
初は

つ

の
監か

ん

督と
く

作さ
く

品ひ
ん

「
花は

な

と
兵へ

い

隊た
い

」（
０
９
年ね

ん

）
で

田た

原は
ら

総そ
う

一い
ち

朗ろ
う

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
賞し

ょ
う
（
奨

し
ょ
う

励れ
い

賞し
ょ
う）
を
受じ

ゅ

賞
し
ょ
う

し
た
日に

本ほ
ん

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
監か

ん

督と
く

・
松ま

つ

林ば
や
し

要よ
う

樹じ
ゅ

さ
ん
は

１
６
年ね

ん

か
ら
、
こ
の
サ
ン
ト

ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
者し

ゃ

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

映え
い

像ぞ
う

の
撮さ

つ

影え
い

を
は
じ
め
、
作さ

く

品ひ
ん

と
し
て
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
べ
く
努ど

力り
ょ
くを

続つ
づ

け
て
い
る
。

　

近ち
か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
こ
れ
ら
の
動う

ご

き
が
相あ

い

ま
っ
て
、
実み

を
結む

す

ぶ

日ひ

が
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

愛あ
い

し
続つ

づ

け
た
。

　

聖せ
い

市し

ビ
ラ
・
マ
リ
ア

ナ
区く

に
あ
る
本ほ

ん

門も
ん

仏ぶ
つ

立
り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

で
も
、
喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
信し

ん

者じ
ゃ

総そ
う

代だ
い

を
１
９
年ね

ん

間か
ん

も
務つ

と

め
、

そ
の
間か

ん

に
立り

っ

派ぱ

な
本ほ

ん

堂ど
う

の
建こ

ん

立り
ゅ
うに
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
。

　

喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
妹

い
も
う
とと

結け
っ

婚こ
ん

し
た
の
が
、
南な

ん

米べ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

開か
い

発は
つ

青せ
い

年ね
ん

隊た
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
単た

ん

身し
ん

渡と

伯は
く

し

た
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

さ
ん
だ
。

喜き

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
後あ

と

を
継つ

い
で
日に

っ

教き
ょ
う

寺じ

の
運う

ん

営え
い

面め
ん

で
貢こ

う

献け
ん

し
、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

デ
ン
・
ポ
リ
チ
カ
（
Ｄ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
＝
社し

ゃ

会か
い

政せ
い

治じ

警け
い

察さ
つ

）
に
入い

れ
ら
れ
た
」。

　

連つ

れ
て
か
れ
た
オ
ー
ル
デ

ン
・
ポ
リ
チ
カ
に
は
「
オ
ヤ

ジ
が
言い

う
に
は
、
何な

ん

百び
ゃ
く

人に
ん

も

拘こ
う

留り
ゅ
うさ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

も
取と

り
調し

ら

べ
が
あ
っ
て
、
再ふ

た
た
び

『
日に

本ほ
ん

は
勝か

っ
た
か
、
負ま

け

た
か
』
と
聞き

い
て
き
た
の
で
、

オ
ヤ
ジ
は
『
ど
う
し
て
日に

本ほ
ん

が
負ま

け
る
も
の
か
』
と
頑が

ん

固こ

に
言い

い
続つ

づ

け
た
。
あ
る
日ひ

の

取と

り
調し

ら

べ
の
時と

き

、
刑け

い

事じ

は
ご

真し
ん

影え
い

を
だ
し
て
、『
こ
れ
を
踏ふ

め
。
踏ふ

ん
だ
ら
出だ

し
て
や
る
』

っ
て
い
う
の
で
、
オ
ヤ
ジ
は
カ

ッ
と
な
っ
て
刑け

い

事じ

を
殴な

ぐ

っ
て
し

ま
っ
た
。
オ
ヤ
ジ
は
そ
の
時と

き

の

こ
と
を
『
バ
カ
野や

郎ろ
う

だ
。
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

を
踏ふ

む
こ
と
な
ん
て
、

た
。
今こ

年と
し

入に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
伝で

ん

統と
う

あ
る
場ば

所し
ょ

。

終し
ゅ
う

戦せ
ん

当と
う

時じ

、
モ
ジ
は
勝か

ち
負ま

け
の
ヒ
ド
イ
事じ

件け
ん

は
起お

き
な

か
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　
「
野の

村む
ら

忠ち
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

殺さ
つ

害が
い

事じ

件け
ん

（
１
９
４
６
年ね

ん

４
月が

つ

１
日た

ち

、

勝か

ち
負ま

け
抗こ

う

争そ
う

２
件け

ん

目め

、
聖せ

い

市し

で
最さ

い

初し
ょ

の
殺さ

つ

害が
い

事じ

件け
ん

）
の

す
ぐ
あ
と
の
５
月が

つ

、
娘む

す
め
が
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
お
っ
た
の
で
オ
ヤ

ジ
は
会あ

い
に
行い

っ
て
、
モ
ジ
に

帰か
え

る
前ま

え

に
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広ひ

ろ

場ば

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

堂ど
う

で
メ
シ
を
食く

っ
て
い
た
。
突と

つ

然ぜ
ん

、
刑け

い

事じ

が

踏ふ

み
込こ

ん
で
、
そ
こ
に
い
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
『
日に

本ほ
ん

は
勝か

っ
た

か
、
負ま

け
た
か
』
と
質し

つ

問も
ん

し

た
そ
う
だ
。
オ
ヤ
ジ
は
『
負ま

け
る
わ
け
が
な
い
！
』
と
言い

っ

て
し
ょ
っ
引ぴ

か
れ
て
、
オ
ー
ル
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12
12
12
12
12
12
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定て
い

だ
。
こ
れ
は
９
月が

つ

の
祭さ

い

典て
ん

に
合あ

わ
せ
て
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

で
き
る
よ

う
に
進す

す

め
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
ト
メ
ア
ス
ー
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

で
も
ア
マ
ゾ
ン
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
、
記き

念ね
ん

誌し

を
作さ

く

成せ
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同ど

う

会か
い

館か
ん

の
入い

り
口ぐ

ち

に

鳥と
り

居い

も
建け

ん

設せ
つ

す
る
予よ

定て
い

だ
と

か
。
各か

く

地ち

で
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

が
進す

す

み
、
祭さ

い

典て
ん

に
ど
の
よ
う

な
華は

な

を
添そ

え
る
か
期き

待た
い

が
か

か
る
。

　
　
　
　
　

◎

　
『「
感か

ん

謝し
ゃ

と
希き

望ぼ
う

」
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

　

１
９
２
９
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
第だ

い

一い
っ

回か
い

ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

か
ら
９
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
、
９
月が

つ

の
ア

マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

に
向む

け
て
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
る
北ほ

く

伯は
く

。
パ
ラ
ー
州し

ゅ
う
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

（
生い

く

田た

勇ゆ
う

治じ

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
も
発ほ

っ

足そ
く

し
、
パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

を
グ
イ
グ
イ
と
巻ま

き
込こ

み
な
が
ら
詳

し
ょ
う

細さ
い

を
詰つ

め
て
い
る
。
９
日か

に
上

じ
ょ
う

聖せ
い

し
た
汎は

ん

ア
マ
ゾ
ニ

ア
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

の
生い

く

田た

会か
い

長ち
ょ
うと
堤

つ
つ
み

剛ご
う

太た

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
ど
れ
ほ
ど
貢こ

う

献け
ん

し
て
き

た
か
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
も
理り

解か
い

い
た
だ
き
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

い
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た
っ
て
い
る
。

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

』
の
発は

っ

行こ
う

を
終お

え
、
一い

ち

連れ
ん

の
１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

関か
ん

連れ
ん

事じ

業ぎ
ょ
うに
区く

切ぎ

り
を

つ
け
た
菊き

く

池ち

委い

員い
ん

長ち
ょ
う。
次つ

ぎ

の

周し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
「
優ゆ

う

秀
し
ゅ
う

な
人ひ

と

は
多お

お

く
お
り
、
団だ

ん

結け
つ

す

れ
ば
大お

お

き
な
力ち

か
ら

に
な
る
」
と

期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

で
今こ

ん

回か
い

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
は
、
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
選せ

ん

出し
ゅ
つに
難な

ん

航こ
う

し

た
の
も
事じ

実じ
つ

。
呉ご

屋や

春は
る

美み

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う（
当と

う

時じ

）
も
反は

ん

省せ
い

会か
い

で
、

「
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

を
引ひ

き
受う

け
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

し
て
く

れ
る
人ひ

と

を
探さ

が

す
の
は
非ひ

常じ
ょ
うに

ら
ベ
レ
ン
の
「
平へ

い

和わ

劇げ
き

場じ
ょ
う」、

１
５
日に

ち

午ご

後ご

３
時じ

か
ら
マ
ナ

ウ
ス
の
「
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇げ

き

場じ
ょ
う」

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
ベ
レ
ン
の

平へ
い

和わ

劇げ
き

場じ
ょ
うは
、
ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
も
利り

用よ
う

し
た
伝で

ん

統と
う

あ
る
会か

い

場じ
ょ
うだ
。

生い
く

田た

会か
い

長ち
ょ
うは
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は

農の
う

産さ
ん

物ぶ
つ

、
医い

療り
ょ
う、
教

き
ょ
う

育い
く

、
経け

い

済ざ
い

等な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

で
貢こ

う

献け
ん

し
て
き
た
。
私わ

た
し
た
ち
が
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
受う

け
入い

れ
て

い
た
だ
い
て
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
よ

う
に
、
パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
も

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

そ
れ
を
訴う

っ
た
え
て
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
依い

頼ら
い

し
た
と
こ
ろ
、
今こ

ん

回か
い

の
祭さ

い

典て
ん

を
汎は

ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

と
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
運は

こ

び

と
な
っ
た
。

　
ヘ
ル
デ
ー
ル
・
バ
ル
バ
ー
リ

ョ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

が
祭さ

い

典て
ん

名め
い

誉よ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
、
毎ま

い

年と
し

９
月が

つ

に
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

に
わ
た
っ
て
行お

こ
なわ
れ

る
ベ
レ
ン
市し

恒こ
う

例れ
い

の
「
日に

本ほ
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
祭ま

つ

り
」

は
、
１
万ま

ん

人に
ん

入に
ゅ
う

場じ
ょ
うで
き
る
州

し
ゅ
う

営え
い

パ
ラ
ー
文ぶ

ん

化か

基き

金き
ん

（
Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
）
を
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
会か

い

場じ
ょ
うに
用よ

う

意い

し
、
音お

ん

響き
ょ
う

照し
ょ
う

明め
い

設せ
つ

備び

を
負ふ

担た
ん

し
て
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。

　

ま
た
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

か
ら
２
４ 

万ま
ん

レ
ア
ル
の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
受う

け
入い

れ
る
約や

く

束そ
く

も
取と

り
付つ

け

た
。
会か

い

場じ
ょ
う

代だ
い

や
設せ

つ

備び

代だ
い

を
含ふ

く

め
た
総そ

う

予よ

算さ
ん

案あ
ん

は
約や

く

７
０
万ま

ん

レ
ア
ル
だ
が
、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
負ふ

担た
ん

は
約や

く

１
０
万ま

ん

レ
ア
ル
。
約や

く

倍ば
い

以い

上じ
ょ
うを
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
負ふ

担た
ん

し

て
も
ら
う
計け

い

画か
く

だ
。

　

ベ
レ
ン
の
式し

き

典て
ん

に
は
、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
うブ
ラ
ジ
ル
特と

く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
予よ

定て
い

。
そ

の
他ほ

か

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
県け

ん

連れ
ん

主し
ゅ

催さ
い

の
ふ
る
さ
と
巡め

ぐ

り
で

１
７
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

す
る
。

　

日に

本ほ
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

で
は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

家か

が
約や

く

２
０

人に
ん

、
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

で
ア
マ

ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

曲き
ょ
く「
こ
の
地ち

に
舞ま

い
降お

り
た
の

は
」
を
書か

き
下お

ろ
し
た
「
Ｚ

Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
」
さ
ん
が
来ら

い

伯は
く

。
米べ

い

国こ
く

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
和わ

太だ
い

鼓こ

グ
ル
ー
プ
も
お
祝い

わ

い
に
駆か

け
つ
け
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の

展て
ん

示じ

や
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くの
提て

い

供き
ょ
う、
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
大た

い

会か
い

等な
ど

を
行お

こ
な
う
他ほ

か

、
在ざ

い

ベ
レ
ン
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

が
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

を
３
〜
４
本ほ

ん

提て
い

供き
ょ
うし
、

上じ
ょ
う

映え
い

会か
い

を
行お

こ
な
う
予よ

定て
い

だ
。

　

ア
マ
ゾ
ン
９
０
週

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
は
、
同ど

う

祭さ
い

典て
ん

の

写し
ゃ

真し
ん

集し
ゅ
うを
刊か

ん

行こ
う

す
る
予よ

定て
い

。

ま
た
、
元も

と

文ぶ
ん

化か

庁ち
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

で

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協
き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う

）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
「
第だ

い

５
２
回か

い

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

に
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で
行お

こ
な

わ
れ
た
。
遠と

お

く
は
パ

ラ
ナ
州し

ゅ
う

ク
リ
チ
バ
市し

か
ら
も

駆か

け
つ
け
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

外が
い

の
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
歌う

た

声ご
え

を
競き

そ

い
あ

っ
た
。代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

で
は
、

「
最も

上が
み

川が
わ

船ふ
な
￥

唄う
た

」
を
歌う

た

っ
た

聖せ
い

州し
ゅ
うピ
ラ
シ
カ
ー
バ
市し

の
高た

か

木き

茂し
げ

樹き

エ
ヴ
ェ
ル
ソ
ン
さ
ん

（
４
１
、
三さ

ん

世せ
い

）
が
３
２
代だ

い

目め

の
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
飾か

ざ

っ
た
。

　

今こ
ん

大た
い

会か
い

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
、

１
２
月が

つ

１
２
日に

ち

よ
り
東と

う

京
き
ょ
う

都と

の
品し

な

川が
わ

区く

総そ
う

合ご
う

区く

民み
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
「
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど　

民み
ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

」

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
。
ま
た
、
高た

か

木き

さ
ん
は
今こ

年と
し

２
月が

つ

に
行お

こ
な

わ
れ

た
『
第だ

い

４
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

庄
じ
ょ
う

追お

分い
わ
け

会か
い

』
で
も
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

の
大た

い

会か
い

で
、
１
年ね

ん

に
２

回か
い

ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うと
し
て
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

権け
ん

を
手て

に
す
る
偉い

業ぎ
ょ
うを
成な

し
遂と

げ
た
。

　

高た
か

木き

さ
ん
は
、
幼お

さ
な

い
頃こ

ろ

か

ら
カ
ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし

て
お
り
、
特と

く

に
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
歌う

た

が
好す

き
だ
っ
た
。
大だ

い

学が
く

時じ

代だ
い

に
民み

ん

謡よ
う

講こ
う

師し

の
海か

い

藤と
う

司つ
か
ささ
ん
と
出で

会あ

い
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

を
学ま

な

ぶ
楽た

の

し
さ
に
目め

覚ざ

め

た
。
普ふ

段だ
ん

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

菊
きく

池
ち

委
い

員
いん

長
ちょう

と大
おお

井
い

さん

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

（
菊き

く

池ち

義よ
し

治は
る

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

）
は
、『「
感か

ん

謝し
ゃ

と
希き

望ぼ
う

」

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

』
を
４
月が

つ

３
０
日に

ち

に
発は

っ

行こ
う

し
た
。
編へ

ん

集し
ゅ
うを
担た

ん

当と
う

し
た
の

は
大お

お

井い

セ
リ
ア
さ
ん
。

　

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

に
は
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
ご
来ら

い

伯は
く

や
、
２
千せ

ん

人に
ん

の
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

が
舞ぶ

踏と
う

や
太た

い

鼓こ

を

　「ＮＨＫ全
ぜん

国
こく

俳
はい

句
く

大
たい

会
かい

」では、パラー州
しゅう

都
と

ベレン
市
し

在
ざい

住
じゅう

の下
しも

小
こ

薗
ぞの

秋
しゅう

風
ふう

さんは海
うみ

をまたいで俳
はい

句
く

の競
きょう

作
さく

を家
か

族
ぞく

で楽
たの

しんでいる。今
こ

年
とし

の第
だい

２０回
かい

大
たい

会
かい

で
は４人

にん

とも仲
なか

良
よ

く佳
か

作
さく

に入
にゅう

選
せん

したという。
　メンバーは下

しも

小
こ

薗
ぞの

さんと妻
つま

そのさん、茨
いばら

城
き

県
けん

に住
す

む姉
あね

と鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

に住
す

む妹
いもうと

の四
よ

人
にん

だとか。
《姉

あね

》竹
たけ

下
した

澄
すみ

子
こ

（茨
いばら

城
き

県
けん

在
ざい

住
じゅう

）「花
はな

南
かぼちゃ

瓜活
い

けて明
あか

る

き農
のう

の居
い

間
ま

」選
せん

者
じゃ

不
ふ

明
めい

・入
にゅう

選
せん

《妹
いもうと

》下
しも

小
こ

薗
ぞの

孝
たか

子
こ

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

在
ざい

住
じゅう

）「雁
かり

渡
わた

るまだ温
ぬく

みある

死
し

者
しゃ

の指
ゆび

」堀
ほり

本
もと

祐
ゆう

樹
き

選
せん

・佳
か

作
さく

《本
ほん

人
にん

》下
しも

小
こ

薗
ぞの

秋
しゅう

風
ふう

（昭
あき

仁
ひと

、パラー州
しゅう

在
ざい

住
じゅう

）「アマゾンや空
そら

が土
ど

俵
ひょう

の喧
けん

嘩
か

凧
だこ

」宮
みや

坂
さか

静
しず

生
お

選
せん

・佳
か

作
さく

《妻
つま

》下
しも

小
こ

薗
ぞの

その（とも子
こ

、パラー州
しゅう

在
ざい

住
じゅう

）「風
ふう

鈴
りん

を異
い

国
こく

の

窓
まど

に吊
つる

したり」選
せん

者
じゃ

不
ふ

明
めい

・入
にゅう

選
せん

　家
か

族
ぞく

が海
うみ

を越
こ

えて同
おな

じ俳
はい

句
く

大
たい

会
かい

で競
きょう

作
さく

するなど、今
いま

でな
ければできないこと。通

つう

信
しん

のグローバル化
か

と共
とも

に、俳
はい

句
く

も海
うみ

をまたぐ？！　（深
ふか

）

難む
ず
かし
か
っ
た
」
と
述の

べ
て
い
る
。

最さ
い

終し
ゅ
う

的て
き

に
菊き

く

池ち

氏し

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
１
年ね

ん

半は
ん

と
い
う
短た

ん

期き

間か
ん

で
一い

ち

連れ
ん

の
祭さ

い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
う
を
成せ

い

功こ
う

裏り

に
収お

さ

め
た
が
、反は

ん

省せ
い

会か
い

で
は

「
菊き

く

池ち

氏し

個こ

人じ
ん

に
頼た

よ

り
過す

ぎ

て
い
た
」
と
い
う
声こ

え

も
挙あ

が
っ

て
い
た
。
今こ

ん

後ご

の
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

で
も
、「
誰だ

れ

が
リ
ー
ダ
ー
を
担に

な

う
の
か
」
が
第だ

い

一い
ち

の
焦

し
ょ
う

点て
ん

と
な

り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
一い

っ

行こ
う

の
小お

川が
わ

徳と
く

さ
ん
か
ら
「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州し

ゅ
う

の
州

し
ゅ
う

都と

は
ど
こ
だ
か

知し

っ
て
い
る
？
」
と
聞き

か
れ
、「
ロ
ス
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
か
？
」
と
答こ

た

え
て
、「
み

ん
な
ロ
ス
か
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
だ
と
思お

も

っ
て
い
る
ん
だ

よ
ね
」
と
笑わ

ら

わ
れ
た
。
聞き

け

ば
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
だ
と
い

う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次つ

い

で
人じ

ん

口こ
う

全ぜ
ん

米べ
い

２
位い

の
ロ
ス
は

約や
く

３
８
０
万ま

ん

人に
ん

、
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
は
約や

く

４
０
万ま

ん

人に
ん

と
約や

く

１
０
分ぶ

ん

の
１
し
か
な
い
。
調し

ら

べ
て
み
る
と
州

し
ゅ
う

都と

に
は
漢か

ん

字じ

表ひ
ょ
う

記き

が
あ
り
「
桜
都
」
と
書か

く
。
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど

と
い
う
感か

ん

じ
の
風ふ

う

流り
ゅ
うな
表

ひ
ょ
う

記き

で
は
。

　

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

は
１
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
ト
メ
ア
ス
ー
の
「
ト
メ
ア
ス
ー
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

」、
１
４
日に

ち

午ご

後ご

５
時じ

か

会か
い

場じ
ょ
う

や
設せ

つ

備び

の
大た

い

半は
ん

を
州し

ゅ
う

が
負ふ

担た
ん

ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

９
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

会か
い

で
神し

ん

父ぷ

を
務つ

と

め
、
聖せ

い

歌か

隊た
い

に
も
参さ

ん

加か

し
て
い
る
。

　
「
他ほ

か

に
上

じ
ょ
う

手ず

な
人ひ

と

が
い
た

か
ら
、
ま
さ
か
自じ

分ぶ
ん

が
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

す
る
と
思お

も

わ
な
か
っ
た
」
と

高た
か

木き

さ
ん
は
驚お

ど
ろ

く
。
ま
た
、

「
優ゆ

う

勝し
ょ
う

は
と
て
も
嬉う

れ

し
い
け

ど
、
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うな
の
は
緊き

ん

張
ち
ょ
う

す
る
。
間ま

違ち
が

え
な
い
よ
う
に

練れ
ん

習し
ゅ
う

し
て
お
か
な
く
て
は
」

と
気き

を
引ひ

き
締し

め
る
。

　

塩し
お

野の

会か
い

長ち
ょ
う

は
「
今こ

年と
し

は

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お

分い
わ
け

大た
い

会か
い

と
二に

冠か
ん

を
達た

っ

成せ
い

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

大た
い

会か
い

で
高た

か

木き

さ
ん
優ゆ

う

勝し
ょ
う

大お
お

井い

セ
リ
ア
さ
ん
編へ

ん

集し
ゅ
う

担た
ん

当と
う

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

発は
っ

行こ
う

で
110
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
終し

ゅ
う

止し

符ふ

州し
ゅ
う

外が
い

や
郊こ

う

外が
い

か
ら
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
多お

お

く
、
賑に

ぎ

や
か
で
応お

う

援え
ん

も

凄す
ご

か
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

り
、

「
高た

か

木き

さ
ん
は
声こ

え

が
良よ

く
て

声せ
い

量り
ょ
うが
あ
る
。
ぜ
ひ
日に

本ほ
ん

で

良よ

い
成せ

い

績せ
き

を
残の

こ

し
て
も
ら
い

た
い
」
と
述の

べ
た
。

パラー州
しゅう

政
せい

府
ふ

が日
にっ

系
けい

人
じん

に感
かん

謝
しゃ

（７） ２０１９年第５２４０号  ５月 １４日 （火曜日）

来
らい

社
しゃ

した堤
つつみ

副
ふく

会
かい

長
ちょう

、生
いく

田
た

会
かい

長
ちょう

今
こん

大
たい

会
かい

で優
ゆう

勝
しょう

した高
たか

木
き

さん

の
み
自じ

家か

発は
つ

電で
ん

す
る
経け

い

費ひ

削さ
く

減げ
ん

策さ
く

も
計け

い

画か
く

中ち
ゅ
う。
特と

く

に
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

の
電で

ん

気き

消し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うが
大お

お

き
い
。

こ
れ
が
実じ

つ

現げ
ん

す
れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

毎ま
い

月つ
き

１
万ま

ん

５
千せ

ん

〜
２
万ま

ん

レ
ア

ル
か
か
っ
て
い
る
電で

ん

気き

代だ
い

が
半は

ん

分ぶ
ん

に
削さ

く

減げ
ん

さ
れ
る
と
か
。
次じ

世せ

代だ
い

に
よ
り
良よ

い
形か

た
ち

で
渡わ

た

せ

る
よ
う
に
、
任に

ん

期き

中ち
ゅ
うに
尽じ

ん

力
り
ょ
く

し
て
い
く
考か

ん
が

え
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

堤
つ
つ
み

剛ご
う

太た

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

に
よ
れ

ば
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
ア
マ

ゾ
ン
移い

民み
ん

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
記き

念ね
ん

誌し

を
刊か

ん

行こ
う

す
る
予よ

　

汎は
ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

の
生い

く

田た

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

貫か
ん

と

し
て
、
草く

さ

の
根ね

技ぎ

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力
り
ょ
く

事じ

業ぎ
ょ
うに
要よ

う

請せ
い

し
、
同ど

う

会か
い

館か
ん

の

講こ
う

堂ど
う

改か
い

修し
ゅ
う

計け
い

画か
く

を
進す

す

め
て
い

る
と
い
う
。
企き

画か
く

は
完か

ん

成せ
い

し

て
お
り
、
年ね

ん

内な
い

に
着

ち
ゃ
っ

工こ
う

す
る

予よ

定て
い

だ
。
ま
た
、
会か

い

館か
ん

の
電で

ん

気き

利り

用よ
う

料り
ょ
う

金き
ん

を
下さ

げ
る
た

め
、
高こ

う

料り
ょ
う

金き
ん

な
夕ゆ

う

方が
た

時じ

間か
ん

帯た
い

披ひ

露ろ
う

し
た
豪ご

う

華か

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー

の
様よ

う

子す

が
、
多お

お

く
の
写し

ゃ

真し
ん

（
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

提て
い

供き
ょ
う）
と
共と

も

詩し

人じ
ん

の
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ジ
ェ

ズ
ー
ス
・
パ
イ
ス
・
ロ
ウ
レ
イ

ロ
氏し

が
約や

く

２
０
年ね

ん

前ま
え

に
刊か

ん

行こ
う

し
た
日に

本ほ
ん

を
テ
ー
マ
に
し
た

詩し

集し
ゅ
うを
再さ

い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

す
る
計け

い

画か
く

も

進し
ん

行こ
う

中ち
ゅ
うだ
。

　

生い
く

田た

会か
い

長ち
ょ
うと
堤

つ
つ
み

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは

「
今こ

年と
し

で
我わ

れ

々わ
れ

が
役や

く

員い
ん

を
務つ

と

め
る
の
も
最さ

い

後ご

。
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
引ひ

き
継つ

ぎ
も
進す

す

め
な
が
ら

準じ
ゅ
ん

備び

を
し
て
い
る
。
素す

晴ば

ら

し
い
式し

き

典て
ん

に
な
れ
ば
」
と
期き

待た
い

を
述の

べ
た
。

に
記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

　

菊き
く

池ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
豪ご

う

華か

芸げ
い

能の
う

シ
ョ
ー
を
振ふ

り
返か

え

り
、

総そ
う

合ご
う

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
上う

え

原は
ら

テ
リ
オ
氏し

と
総そ

う

合ご
う

演え
ん

出し
ゅ
つの
斉さ

い

藤と
う

悟さ
と
る

氏し

が
、
普ふ

段だ
ん

は
ラ
イ
バ

ル
意い

識し
き

を
も
つ
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

体た
い

に

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
持も

ち
か
け
て
ま
と
め

上あ

げ
た
功こ

う

績せ
き

を
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し

た
。「
日に

本ほ
ん

か
ら
来き

た
要よ

う

人じ
ん

や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
『
日に

本ほ
ん

で

も
見み

ら
れ
な
い
』
と
驚お

ど
ろ
い
て
い

た
」
と
思お

も

い
出だ

す
。

　

ま
た
同ど

う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
特と

く

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
ほ
し
い
と
話は

な

す

の
は
反は

ん

省せ
い

会か
い

の
記き

事じ

「
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
振ふ

り
返か

え

っ
て
」
だ
。
準

じ
ゅ
ん

備び

開か
い

始し

の
遅お

そ

さ
に
関か

ん

す
る
指し

摘て
き

や
、
資し

金き
ん

調ち
ょ
う

達た
つ

の
難む

ず
か

し
さ
、
各か

く

祭さ
い

典て
ん

の

課か

題だ
い

な
ど
に
つ
い
て
語か

た

ら
れ

て
い
る
。
同ど

う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと

大お
お

井い

セ
リ
ア
さ
ん
は
「
次つ

ぎ

の

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

に
は
こ
の

反は
ん

省せ
い

点て
ん

を
参さ

ん

考こ
う

に
、
よ
り
良よ

い
も
の
を
作つ

く

っ
て
ほ
し
い
」
と

の
期き

待た
い

を
語か

た

っ
た
。

　

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

の
発は

っ

行こ
う

部ぶ

数す
う

は
千せ

ん

部ぶ

。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

ビ
ル
に
て
販は

ん

売ば
い

が
行

お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
は

１
冊さ

つ

の
み
無む

料り
ょ
う、
２
冊さ

つ

以い

上
じ
ょ
う

は
購こ

う

入に
ゅ
う。
ま
た
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

以い

外が
い

に
は
１
冊さ

つ

２
０
レ
ア
ル
で
販は
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Lewis Hamilton largou melhor que Valtteri Bottas e tomou a ponta na primeira curva. Com a vitória o 
inglês acumula 76 vitórias estando a apenas 15 do recorde de Michael Schumacher.

Valtteri Bottas o segundo colocado, ao lado do presidente mundial 
da Mercedes, Dieter Zetsche, Lewis Hamilton o vencedor, e Max 
Verstappen o terceiro colocado no pódio do GP da Espanha.
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A p e s a r d a p o l e p o s i t i o n 
c o n q u i s t a d a  p e l o  s e u 
c o m p a n h e i r o d e e q u i p e 
no sábado, Lewis Hamilton 
v e n c e u p r a t i c a m e n t e d e 
p o n t a  a  p o n t a  o  G P  d a 
Espanha.
O inglês pulou na frente na 
largada e manteve a ponta 
até ao final da corrida, sempre 
mantendo uma distância 
segura de Valtteri Bottas.
C o m a v i t ó r i a , H a m i l t o n 
agora lidera o campeonato 
mundial de pilotos com 112 
pontos, contra 105 de Bottas, 
seguido pelo holandês Max 
Verstappen com 66, a frente 
dos dois pilotos da Ferrari, 

RESULTADO DO GP DA ESPANHA DE F-1

A Honda Automóveis do Brasil 
lançará, em junho, a linha 
2020 do HR-V e a principal 
n o v i d a d e é o r e t o r n o d a 
versão Touring, que está mais 
potente e equipada.
As demais versões do modelo 
trazem novos equipamentos 
de conforto e comodidade.
O modelo LX ganhou câmera 
de ré integrada à central 
multimídia de 5″ , com três 
modos de visão, facilitando 
as manobras e aumentando a 
visibilidade.
A  v e r s ã o  E X L  p a s s a  a 
o f e r e c e r o s s e n s o r e s d e 
estacionamento dianteiros 
e traseiros, bem como uma 

　サンパウロ市日本移民資料
館の再開館式には、イシカワ・
レナット新館長と寄付者や招
待者達が出席し、４月 30 日
に文協（ブラジル日本文化福
祉協会）で開催された。
　市民への一般公開は、５月
１日に実施された。
　同資料館の新施設引き渡し
セレモニーは、資本金と日本
企業やブラジル企業の協力、

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP
AUTOS

Lewis Hamilton vence o GP da 
Espanha e assume a liderança 
do campeonato  mundial de F-1

Sebastian Vettel e Charles 
Leclerc.
A s M e r c e d e s d o m i n a r a m 
todo o final de semana da 
corrida não sendo ameaçadas 
p o r n e n h u m a e q u i p e .  A 
Ferrari que seria sua principal 
concorrente ao título deste 
ano, ficou atrás da Red Bull 
Honda de Max Verstappen, 
durante toda a corrida.
Verstappen largou em quarto, 
mas superou a Ferrar i de 
Sebastian Vettel na terceira 
curva, após o alemão frear 
muito forte na tentativa de 
ultrapassar o finlandês Valtteri 
Bottas da Mercedes após a 
largada.

n o v a g r a d e f r o n t a l  c o m 
acabamento em black piano.
A central multimídia de 7 
polegadas touchscreen, com 
conectividade aos sistemas 
A p p l e C a r P l a y e A n d r o i d 
Auto, é a principal novidade 
para a versão EX, que ganhou 
sensores de estacionamento 
traseiros.
C o m a c e n t r a l é p o s s í v e l 
a  o p e r a ç ã o  d e  m a p a s 
d e  n a v e g a ç ã o  d o  W a z e 
(navegação disponibilizada 
por meio do Android Auto 
e Apple CarPlay), além da 
reprodução de músicas via 
Bluetooth.
A versão Touring ganhou a 

そしてブラジルの日系コミュ
ニティーの市民による個人的
な寄付により実施された。合
計で約３４０万レアルの寄付
金が寄せられたという。
　ホンダやトヨタ、ＭＵＦＧ
銀行、ブラジルＡＧＣ硝子、
日本スチール、三井、アイシ
ン、トヨタ通商、公文、丸紅、
伊藤忠、カシオ、ブラジルＮ
ＴＴ、ブラジル双日、日立、

Além de vencer, Hamilton 
conquistou mais um ponto 
por ter fe ito a volta mais 
rápida da corrida.
No iníc io da prova houve 
uma disputa entre as duas 
Ferraris de Vettel e Leclerc, 
sendo que a equipe enviou 
uma ordem para o alemão 
deixar Leclerc ultrapassá-
lo, pois o monegasco estava 
mais rápido, e ambos estavam 
se distanciando da Red Bull 
Honda de Verstappen. 
Após as paradas nos boxes 
as coisas se inverteram e 
Leclerc é que recebeu ordem 
da Ferrari para deixar Vettel 
passar, o que foi feito com 
tranquilidade.
Na 46ª volta (de um total 
d e  6 6 ) ,  o  i n g l ê s  L a n d o 
Norris tentou ultrapassar o 
canadense Lance Stroll da 
Racing Point por fora, no final 
da reta, sendo que os dois 
carros ficaram emparelhados 
até a segunda curva, quando 
S t r o l l  n ã o  d e u  e s p a ç o 
para a McLaren de Norr is 
e os dois carros bateram e 
abandonaram a prova.
O  a c i d e n t e  p r o v o c o u  a 
entrada do safety car que 
permaneceu na pista por seis 
voltas. Durante o safety car, 
Hamilton gesticulou várias 
vezes dizendo que o safety 
car estava andando muito 
devagar, atrapalhando os 
pilotos.
No final, vitória de Hamilton 
com 4 segundos de vantagem 
sobre Valtteri Bottas, que até 
os treinos de sábado, era o 
mais rápido na Espanha. 
Max Verstappen da Red Bull 
H o n d a c h e g o u a a p e n a s 
3,7 segundos da Mercedes 
de Bottas, tendo feito uma 
c o r r i d a c o n s t a n t e e m a i s 
rápida que as duas Ferraris, 
m o s t r a n d o q u e o m o t o r 
Honda evoluiu muito nesta 
temporada.
Atrás da duas Ferraris, na 
sexta posição terminou a 
o u t r a R e d B u l l H o n d a d e 
Pierre Gasly.
C o m a v i t ó r i a H a m i l t o n 
a c u m u l a  7 6  v i t ó r i a s  n a 
F -1, e s t a n d o a p e n a s a 15 
d o  r e c o r d e  d e  M i c h a e l 
Schumacher, com 91.
PRÓXIMO GP: Mônaco – dia 
26 de maio

adoção de faróis principais 
e de neblina Full LED, bem 
como uma nova grade frontal, 
com acabamento em black 
piano, além de teto solar 
panorâmico e a nova antena 
em formato barbatana. Na 
p a r t e t r a s e i r a d a v e r s ã o 
Touring o logotipo “Turbo” 
e o sistema de escapamento 
com duas saídas.
Por dentro a versão Touring 
que passa a ter (de acordo 
com a cor externa) a opção 
de acabamento na cor cinza 
claro ou preto para bancos – 
revestidos em couro – laterais 
de porta, console central e 
painel.
O m o t o r d o m o d e l o t o p o 
de linha passa ser de quatro 
cilindros, 1.5, turbo somente a 
gasolina, injeção direta (Dual 
VTC) com 173 cv de potência 
a 5.500 rpm e torque linear 
d e 22,4 k g f m e n t r e 1.700 
a 5.500 r p m , c o m c â m b i o 
C V T .  A s d e m a i s v e r s õ e s 
continuam com o motor 1.8, 
flex, aspirado com 140 cv de 
potência. 
Honda HR-V 2020 - Tabela
de Preços:
HR-V LX: R$ 94.400,00
HR-V EX: R$ 101.700,00
HR-V EXL: R$ 111.900,00
HR-V Touring: R$ 139.900,00

住友商事、住友銀行、Sompo 
Seguros、前川、ブラザー、ファ
スト・ショップ、Ｖｉｘ・Ａ
ｕｔｏｐｏｒｔ、井上ファミ
リー、さらにその他の個人よ
り、同資料館の施設改修と近
代化のために約３４０万レア
ルが調達された。
　この改修では、訪問客のた
めに７階と８階部分の快適性
を向上し、大幅に一新したコ
レクションを可能な限り引き
立たせる工事が含められてい
る。
　新たな空調システムと照
明、及び相互交流システムに
より、訪問客はより快適でモ
ダン、かつ実用性を実感する
事になる。

ブラジル国サンパウロ市リベ
ルダーデ区サン・ジョアキン
街３８１番　CEP: 01508-900 
地下鉄サン・ジョアキン駅近く
入場料　一般１６レアル – 半
額８レアル（現金またはクレ
ジットカード）
電話　11 3208-1755

Honda apresenta
HR-V modelo 2020

Museu da Imigração Japonesa em São Paulo
é reaberto com instalações renovadas

改修工事は、民間企業の協力と
日系人子弟の個別寄付により実施された

サンパウロ市日本移民資料館が
施設をリニューアルして再オープン

Honda HR-V ganhou mais equipamentos na linha 2020.

資料館のリニューアルと近代化のために資金を提供した企業。
この寄付金には、市民からの個別寄付も含まれている。

ホンダは、同資料館の再オープンに向けた主要な資金協力企業の一社。ホンダ広報担当スー
パーバイザーのエウクリデス・デ・パウラ・アラウージョ氏と、コミュニケーション法務理
事のマルコ・アントニオ・ベント氏
A Honda foi uma das principais doadoras de recursos para a reabertura do museu. Euclides 
de Paula Araújo – Supervisor de Relações Institucionais da Honda e Marco Antonio Bento – 
Diretor Jurídico e de Comunicação da Honda.
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Max Verstappen da Red Bull Honda terminou em terceiro a 
frente das duas Ferraris. 

サンパウロ市日本移民資料館

Modelo ganhou teto solar e motor turbo com 173 cv de potência

Em segundo terminou o finlandês Valtteri Bottas seguido
pelo holandês Max Verstappen da Red Bull Honda
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